
、，ノ
噌

B
i
，，sz

、

Les spec仕esdes Lumieres Sur J acques Proust et le discours du sermon 

..Takashi SAITO (318) 

The Recent Situation of Research on Sati from the 1970s 

..Tetsuya TANAKA (332) 

The Function of Established Religion for Religious Floating Population 

・・KayoTAKAHASHI (350) 

Missionaries in Mongolia before the Socialist Period 

. .. . Katsuhiko TAKIZA W A (374) 

The moon and the food of the gods 

一一一Satapatha-BrahmaI).a16，4 

(upavasathαof the new moon sacrifice)一一一

……Naoko NISHIMURA (400) 

After breaking the Bough : Legacies of J ames George Frazer 

. .• . Hitoshi Y AMADA (426) 

The ultimate Agnihotra 

一一一SB-MXI 3，1， SB-K 111 1，4， JB 1 19f.， Vadl凶nv11 13一一

. . Junko SAKAMOTO-GOTO (484) 

Kumarila' s Criticism on the Denotation of a karaka by a Finite Verb 

..Kiyotaka YOSHIMIZU (506) 

Christian Oral Practice and Sacred Book in a Southeast Asian Society 

一一一ACase Study of Toba Batak Society -一一 ・・・ToshiakiK品1URA(522) 

On the Relationship between Maitreyavyakaral)as 

and the Mahasarp.vartanikatha . . . . . . . . . . . . . . .……......Kiyoshi OKANO (540) 

Changes Seen in Treating the Subject of the “Death" in Chuo Koron 

・・Iwa戸lmiSUZUKI (560) 

Zur Form und Bedeutung des Wortes sraddha-und credδ 

・・ToshifumiGOTO (578) 

The Basic Concept of P剖iDhamma With Reference to出eOld 

and New Traditions of the Canonical Texts 

一一一OldStrata of the Sutta-nipata and the 

Biographical Traditions of Buddha in the Vinaya-Texts一一一

・…ShinkanMURAKMI (638) 

Notes and News ............…....・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 187 

原始仏教資料の新古問題と法の意味
『スッタ・ニパータ』の古層と『律』の仏伝をめくやって一一一

本す 上真
仁士2

7じ

I 原始仏教資料の新古問題

原始仏教聖典(ニカーヤ，阿含，律)には，法 (dhamma) という語も縁起

の思想も様ざまな文型と文脈で出てくる。そこに思考の発展や，表現の工夫や，

その試行錯誤の跡が残され，しかも隠されているに違いない。そういう思考と

その表現の展開の跡を再構成したい。仏教の原点とも言うべき基本的な思考法

を発掘して，再構成したい。これが目下筆者の意図し計画しているところであ

り，牛歩ながらも資料の調査と整理と思索を進めている。

原始仏教聖典の中に或るまとまった思想があると考えるのか。それとも脈絡

のない雑多な矛盾もある諸々の思考・思索の寄せ集めに過ぎないのか。ここが

見解の分かれるところである。筆者の立場は，前者にあって，仏教の原点とも

いうべき基本的な思考法を発掘して，再構成したいのである。しかし後者のよ

うなところがありえない訳ではない。なぜなら矛盾や翻離を全く含まないよう

な言説の集成・編纂は，ありえないかも知れない。聖典が各部派においてそれ

ぞれ最終的な形をとるまでには，数百年を要したに相違なく，最もよく伝持さ

れたパーリ (p剖i=@)聖典にしても， 5世紀前葉の註釈書作成以前にどれほ

ど古く遡りうるかは，容易には証明しがたい。そしてパーリ資料と漢訳やサン

スクリット(=③)の資料との異同をどう解釈するか，という問題もある。

今日まで文献学的研究は進展してきた。中村元(1912-1999)は早くより原

始仏教聖典の新古の判定法を追求して， w中村元選集[決定版ln第11巻から第

18巻にわたる全8巻(原始仏教I'"'-VIII，1992-1995)を纏めている。これは，

原始聖典の中で韻文資料(最古層はSn第4，第5章という)が古く，散文資

料が新しいと想定し，その他の基準を考えて，資料を新古の層に分かち，その

内容を整理して原始仏教を詳細に叙述する。韻文資料を中心にして最初期の仏

教を詳細に描く。しかしその新古の判別法の信憲性は，どのように証明されて
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(2) 村上真完

いるのか，問題が残る。

中村元(1992) wゴータマ・ブッダ~ 1 (第11巻p.417)は，釈尊が十二因縁

を覚ったという伝承と別な伝承とを，詳しくあとづけ， i釈尊の悟りの内容，

仏教の出発点が種々に異なって伝えられているという点に，我々は重大な問題

と特性を見出すのである」といって， i仏教そのものは特定の教義というもの

がない」という。また中村(1994) w原始仏教の思想~ 11 (第16巻p.376)は，

「縁起説はかなり遅れて成立した」ので， i縁起を観じてさとりを開いたとい

うJi伝説はそのまま信用するわけにはゆかないJともいう。それでは仏に帰

せられる教えの中に全く体系が求められないのか，という問題が残ることにな

る。

宮元啓一『仏教かく始まりき パーリ仏典『大品』を読む~ (春秋社， 2005 

年)は，中村元の文献学的研究法とその成果を退ける。文献学は複数の文献に

共通する部分は成立が古く，そうでない部分は後世の仏教徒による加筆・挿入

(増広)であるとする柱と，韻文(偶頒)は成立が古く，散文は成立が新しい

とする柱とから成り立っている (p.iv)が，その両方を否定して， iパーリ仏

典に見られるゴータマ・ブッダの言葉を，語形の新古に関わらずまず真説だと

して受容し，それらの問の整合性を追究していけばよいJ(p.ix) という。確

かに文献学的な関心もないそういう読み方があるにしても，もともと難解で解

釈に異論もある原典の読解と解明には，文献学的考察もまた欠かせないのでは

ないのか。

また石飛道子『ブッダ論理学五つの難問~ (講談社選書メチエ， 2005年)は，

文献批判には触れないが， iブッダの言葉は完全に保存されているJ(p.179) 

と言いきっている。そして「なぜなら，このように膨大なのに，これほど文の

形式や文体が保存されている書物があるだろうかJ(p.180)云々と述べている。

しかし②聖典の文型はサンスクリット(=③)聖典等の文型とは異なる。文型

の統一性が各部派の伝承の過程において別々に図られたと推定されるのみであ

る。また彼女の新著『ブッダと龍樹の論理学縁起と中道~ (株式会社サン

ガ， 2007)では，龍樹の論理学の体系と論法の解明から遭って，ブッダに帰せ

られるべき論理学を発掘し，その体系をいわゆる「真理表」に照らして演緯的

に解明している。その中で彼女は，まず「法」を「ブッダ論理学体系が認める

文と単語」ととらえる。単語とは「ブッダ論理学体系が認めているさまざまな
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原始仏教資料の新古問題と法の意味 (3) 

用語」であり， i五謹Ji十二処Ji十八界」などであり，それらには「存在Ji存

在要素」などの名が与えられ，また「生JI滅Jなどの名詞も「法」と言われ，

それらには「性質Ji属性jの名が説明として与えられている。そしてその「名」

とは龍樹の用いる用法であって， I意味」と呼ぶほうがわかりやすいかもしれ

ない，という。次に「法」はブッダの教えを述べた「文Jを指す場合もあり，

「文Jの形式をとる「法」は， I教えJという名が与えられてきた，としてそ

の文の特質を指摘する。その文は「法」とされる語を主語として，時間の流れ

に沿った，あるいは，思考の順序に従った語順で述べること，云々という (pp.

46-48)。

思想の統一性を考慮すると，上の両氏のようにもなる。しかしその中村説批

判の根拠は詳論されず，両氏とも中村元の訳語や訳文に多く依存し，またその

研究も始まったばかりであって，多くは今後の研究に期待すべきであろう。

このような問題は，資料の新古の層の探究と，思想の体系性の研究とが，調

整されていないところにある。しかし両者が事離するとは思われない。なぜな

ら「ブッダの言葉が完全に保存されているJといっても，その裏づけが充分で

ないと，単に信仰や予見に過ぎない。仏のことばであると論証するには，文献

学的な吟味や批判に耐える論証が欠かせまい。中村説批判の可否も，文献批判

的な吟味と論理的な追究によって，確認されなければなるまい。先ず原文の理

解のためにも，思想の体系性の追究にも，文献学的な考察が有用かつ不可欠で

ある。筆者の理解するところでは，仏教原典の原意の解明は，それほど簡単で

はないのである。

仏教の原点を全て仏の悟り(成道)に帰したい心情が，研究者達にもあるか

もしれない。しかしそのようなことは，我々には常識的ではない。釈尊の成道

の瞬間にその体系全体が予見されたとしても，その瞬間の体験がそのまま言語

化され伝達されたとは考えがたいし，確認する方法もない。近・現代の思想家

達や宗教家達については，生涯における思想の展開や変化が研究され論題にな

る。また自ら省みても，ものの見方や考え方(人生観)の変化や転換，そして

展開を経てきていることは，よく自覚されることである。釈尊にあっても同様

であったのではあるまいか。成道から入滅までの間に，多くの人に出会い多く

の出来事に接してそれぞれに対処しながら，自らの考え方を言語化し発展させ

たのではないか，と想像される。そしてその言行が人々との対話・対論や出来
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(4) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (5) 

事・事件とともに伝承され続け，多くの人の関与の下に，教えや修行生活法や

教団運営方針も徐々に文章化されて蓄積されたのではないか。思うに原始聖典

は体系的な思想書ではなく，仏のことばだけではなく，仏弟子や対論者との対

話を，しかも数十世代に亘る口伝による伝承を，最後に諸部派が集成し筆録し

た・新古の層を含む多様な内容から成ると考えられる。その思想体系は研究者

が発掘すべきものである。また思想体系の探求には その体系の発展や変化を

も考える必要がある。そのためにも文献学的な考察は省略できない。現存の資

料の中において，根源的な言説から，それをめぐる議論や補足的詳説，さらに

註釈的説明，或いは視点を別にした詳論等，というような思考の発展過程が辿

られないか。このような視点(仮定)のもとに私は考察を深めるであろう。

資料の新古の問題と，思想の体系性の問題とがあるといったが，後者を追究

するのに前者は無視してよいとはならない。韻文資料が古いという通説につい

ては，筆者は機会あるごとに吟味を加えてきたが，その際には複数の異なる系

統の文献に共通する部分は古いか，或いは広く流布した説を含むという考え方

がほぼ前提になる。これまで見たところでは，系統の異なる複数の伝承資料が

ある場合においては，散文資料よりも韻文資料の方に増広されたと思われる箇

所が多い。散文の伝承は，どの伝承でもそれぞれ定型句と定型文の集積となり，

紋切り型の枠にはまってはいるが，意味内容からすれば，多くの場合において

一致するところが多い。従って共通の古い原型を見出しうる可能性が多い。一

方偶の伝承には各伝承の間に異同が多く，共通の古い原型を見出すのが，必ず

しも容易ではない。パーリ(=@)の伝承だけの聞においても偶は半偶，また

は四半偶単位の変更や順序の入れ替えが認められて，容易に伝承の古い核を確

認できないことが多いのである。

仏教がゴータマと呼ばれた出家行者(釈尊)に始まるとすれば，当然として

ある程度の思想とその表現の体系性があったと想定されるであろうが，しかし

原始聖典の中には思想の発展や変化も想定される。諸資料開の移しい異文，異

読，異説をどう解するかは，常に問題があって，別個にそれぞれ慎重に考える

外はないであろう。しかしそれらの中にどのようにして或るまとまりのある思

想と表現の体系性を見出し，それを自分のことばで再構築して表現できるのか。

これは私の終わりのない課題である。原始聖典の中に原初の思考法を発掘した

いけれども，その際に後世の資料や思想に価値がないという訳もない。ここに

簡単そうにもいわれる原始仏教の研究にも，途方もない困難さと，また今も新

しい尽きない面白さがある。

[諸学説批判] ガィガー夫妻 (Magdaleneund Wilhelm Geiger : Pali Dhamma， 

Munchen 1920)は，②註釈書 (DA.1. 99， DhA.1. 22， As. 38)における法の定義

(分類・列挙)を紹介してdhammaには5つの伝統的な意味，即ち，

1. gUJ)a特質，能力，徳 (Eigenschaft，Fahigkeit， Tugend) / 2. desana (教

え，説法 (Lehre，Predigt) / 3. hetu原因 (Ursache)/4. Pariyatti教典

(heiliger， kanonischer Text) /5. nisatta (=n詰ijlva)生きていないもの，

物，事 (Unlebtes，Ding， Sache) 

が得られる，という。

しかしこの 5項目には収まりきらないとして，彼は別に独自の分類を採用し，

パーリ聖典のぬammaの用例を集めて，大別して，

A法則，法，規範 (Gesetz，Recht， Norm) ; B教え (Lehre); C真理，永遠・

最高の真理，最高の存在，最高の実在 (dieWahrheit， die ewige und hochste 

Wahrheit， das hochste Sein， das hochste Wesen) ; D経験的な諸事物 (die

emperischen Dinge) 

に分類し，更に細分し列挙し解釈している。上の5及びこの Dのみに複数の

法(諸法)が含まれるであろうが，ほぼ誤っている。 5のni印刷(=nijjlva) 

は， I有情のないものJ(生命=霊魂のないもの)の意であり，我々の生存(存

在)を構成している身心(心身)の現象的な諸要素・諸属性を指している。そ

れらは永遠不変の実体と考えられるような霊魂(我，自我，アートマン:②attan，

③atm組)があるものではないというのであり，単に「生きていないもの，物，

事」というわけではないのである。 D I経験的な諸事物Jに当たるのも，人間

存在を構成している身心(心身)の現象的な諸要素・諸属性であって，単なる

事物ではない。またCI永遠・最高の真理，最高の存在，最高の実在Jという

解釈も，私には何か一神教的な思考法の残津のような違和感を覚える。つまり

縁起のような関係によって成立している現象的な諸要素(すなわち諸法)のほ

かに，別の「最高の実在Jが想定されるとは思われないからである。

なおここで現象的な諸要素といったが，現象的とは感官や心を介して感覚的

に知りうる，というほどの意味としておきたい。@仏典の用語では，無常であ
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(6) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (7) 

り，苦であり，非我(我=自我ではない) ・無我(我=自我=永遠不変な魂が

ない)である，と説明される。漢訳等の仏典では，その上にさらに，空なるも

のともいわれる。そのようなものを， I現象的」ということにする。ここで要

素というのは構成要素であり，全体(総体，例えば白我)ではなくてあくまで

も部分であり，また属性や付属するもの，付属する性質までも含めて考えてお

く。しかし質量不変の法則のもとにあるような物質的な構成要素を意味するの

ではないことにする。現象的な諸の構成要素(諸法=諸要素)を取り上げて，

それによって我々の生存(存在)の在り様を解明するのである。しかしそれら

諸要素(=諸部分=諸属性)を総合的に所持しているはずの全体(部分を有す

るもの angin，法を有するもの=有法dharmin:主体:例えば我，自我)は論

題になることはなく，肯定文の主語にはならない。これがほぼ仏典の用語法の

特徴をなすようになる 10

ジョン・ロッス・カーター(JohnRoss Carter， Dhamma : Western Academic and 

Sinhalese Buddhist Interpretations， A Study of a Religious Concept， The Hokuseido 

Press北星堂， 1978)は，西洋の学界における dhamrnaの研究史を辿った後に，

@聖典と註釈類の用例を考察してまとめている。ガィガーほどパーリ聖典の用

例を網羅してはいないが，重点的に仏伝の重要な場面等を取り上げ， w清浄道

論~ (Visuddhimagga)の法随念の内容をまとめるなど，@註釈類の用例をより

多く用いて， dhamrnaの意味とともに仏教の思想を明らかにしようとしている。

ガィガ一説を改め，②註釈の dhamrnaの定義(分類・列挙)と解釈として新た

にMA.1.17 (pαrpancasudanY) とBvA.13(Maddhurattha-vilasinY) を考察して

いるところ (pp.59-67)は，重要であり有益である。とはいえ彼は存在の現

象的な諸要素としての諸法の意味を捉えきってはいない。@註釈PtsA

(Pa.tisambhidãmagga.~thakathã， SaddhammappakasinY)には，次のような詳しい法

の語釈がある。

『まず法という語は，自性，智慧，福徳，概念設定(仮設)，犯戒，経典，無生物

性，変異，徳，縁，縁によって生じたものなど〔の意味〕において見られる(曲amma-

またわが国では平JI(彰の大著『法と縁起~ (1988 W平川彰著作集第 1 巻~)が

ある。多くの知見を開拓しているが，その中には「およそ何でも集起する性質

があるものは，すべて滅する性質があるJ(y問1kinci samudaya-dhamma:rp. sabba:rp. 

t出p.nirodha-dhamman ti) 0 ~ (Vin.1. 1134-3¥ S .V. 42315-16) というところを「集

法であるものは，すべて滅法である」と訳して (p.42)，上のような訳を， I法

の所有者を想定できない」という理由から否定して (p.42)， I生法が滅法であ

るJ(p.105) ともいう。これは-dhammaの形容詞的用法 (bahuvrihi)を認め

ない立論と思われる。しかしこれは思い違いの類であろうが，表現の難解さに

も誤認の原因があるに

saddo tava sabhava-pa白色a-pu白色a-panna仕i-apatti -pariyatti -nissattata -vikara -gUI).a-

paccaya-paccay' uppannadisu dissati) o.n (PtsA. Vri. 1. 16) 2 

ここでは，法が概念設定(仮設)であり，縁(因縁)であり，また縁によって

生じたものであるという重要な指摘がある。

E 法の意味:単数の法と複数の法

仏教を理解する上で法 (@dh姐 nna，③dharma)の意味の確認は，決定的に重

要であろうと思われる。ここで法の単数の場合と複数の場合とに分けて考える

ことが，作業の上で便利で、あろうと考える。単数の法は，端的には「法(=教，

教法)を説く」という場合などのように，単数で十分に意味内容を示しえてい

る(ただしこの意味での複数の用例がないというのではない)。その教えとし

ての法は，実は複数の法によって構成され，解明されるのである。複数の法(諸

法)というのは，それによって自分(人間)の存在を分析的に示し，また知覚

や認識の構造を説明するのであり，或いは輪廻の生存とそれからの解脱の方途

を説き，種々の修行法もまた複数の法によって示すのである(ただしその意味

においても単数の用例がないというわけではない)。多くの法(教えの項目)

は数によって整理され，一法，乃至，十法などと整理して法数として示される

ようになる。

法数(教えの項目の数)による諸法(教えの諸項目)の整理は，聖典編集の

末期に属するかも知れない。しかし複数の法(五離，十二処，十八界)によっ

て人間存在を分析的に把握し，知覚や認識の構造を考察すること，つまり分析

的多元論的な人間の把握は，仏教の最初期に遡るのではないか。自分の存在を

多数の諸要素に分析し，人間存在(心身，世界)を多数の諸要素から成り立つ

と見る考え方を，私は多元論と呼ぶことにしている。そして@仏典では諸法(現

象的な諸要素)は多くの場合において縁起の関係によって成立し，また単数の

法(教え，ことわり，理)もまた縁起と関係が深いのである。つまりその縁起

円
〈

u
q
ぺ
u
n
h
U
 

円
ノ

ω

円
ぺ

υ
ハh
u



(8) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (9) 

の関係はそれぞれの縁(因縁・条件)という法(現象的な要素)に内在するの

である 40

また仏典において多くの意味内容を含む法の意味と用例をどう整理・分類す

るか。多くの意味を含む法に通底する基本的な意味は何であるのか。

私はここ十数年来，及川真介博士と共同で，②原典『スッタ・ニパータ(経

集 Sutω-nipa的，Sn)~ とその註釈 (Paramatthaーjotikã， Pj)の全語嚢の索引・辞

典を仕上げる校正中で， dhammaの項目をも見直している。 Snには dhammaと

いう語とその複合語をも含めると， 200を少し越える用例がある 5。その註釈(Pj.

1， II)の用例等を含めた dhammaの用例を私どもは次のような12種に分けて整

理してみた。

(1) 教え，教法，仏の教え，仏法

(2) 経典，聖典の教え

(3) 正法，善法，善いこと

(4) (心の中でとらえられている，関心の対象となる〕もの，こと，ものごと，こ

とがら，項目，種類，万象

(5) もの，要素(但し現象的な諸要素)，我々の生存を成立させている諸要素，存

在の諸要素，身心の諸要素，身の諸要素，心の諸要素，心の働き・作用，意識内

容，観想法=観念修行法の対象となるもの

(6) 性質，属性，付属するもの

(7) 主義，見解，哲学や宗教上の問題や人生観に関する考えや主張

(8) 真理，真実，真相，道理，理，ことわり，筋道，条理，理法，定め，悟り，浬

繋，四諦

(9) 正義，正当，正しい仕方・手段，正しい規範，あるべき正しい生き方，きまり，

慣習，秩序

刷徳目，徳，美点，倫理

ω方法，悟りの方法修行のやり方，修行法，行儀
(12) (往々にして良くない〕慣習，習い，性，習性，犯戒，罪

この中で(1)(2)は，殆どが単数の用例であり，例外的に複数の場合がある。 (8)(9)

ωも同様に単数の用例が殆どである。 (5)は複数の用例が大半である。その他の
場合は単数も複数もある。このような細分に全用例を収めるのは，実は容易で

はない。なぜかというと，法の意味が暖昧なことと，したがってその意味が上

の複数項にわたるような場合が少なくないからである。それで12種の細分が多

すぎるとも思われる。 (4)(5)(6)を一括し， (3)(10)も一緒にし， (9)(11)も一つにした方

がよかったのかも知れない。一方この細分では(3)とは対蹴的な「悪法，不善法，

悪い心，煩d踏，罪」等を意味する項目が不足なようにも思われる(そういう意

味が複合語で示される場合は別記している)。

このように多くの意味用法のある dhammaの最も基礎になる意味は，語原的

には「支えるもの」を原意とするというのであるから，恐らくは， I属性JI性

質」であり「付属するもの」であろう。この意味では後のニヤーヤ・ヴァィシェー

シカ派の品訂ma(法，属性，付属するもの)の用法に先行するかと思われる。

但し仏教では属性(性質)や付属するもの(要素，部分)を法というが，法(属

性・付属物)が所属すべき主体(有法品紅min，実体dravya，例えば我atman)

を言わず，無我説を貫く点において，重大な相違がある 6。ここで悟りの境地

(浬繋)のような法(無為法)を別とすれば，諸法(有為法)は現象的な諸要

素であって，すべて無常なものであって，実体ではない。また法はこころ(意，

意識)の対象であり，こころで考えられるものというのも，その重要な基本的

な意味であろう。

一方，私は，法 (dhamma)の原意を探求し，その意味を自分のことばで再

構築することを目指して，⑥『律 (Vinaya)~の「大品」巻初を軸として仏の

成道から教団の成立までの諸伝承の考察を進めている。そこでは古い伝承の核

とはどんなものであるか，ということも確かめようとしている 7。本稿ではそ

れらを踏まえて改めておの最古層における法の意味を確認し，また聖典成立

上の問題としては，古い伝承の核とはどういうものか，韻文資料と散文資料の

どちらが多く古い伝承に遡りうるのか，というに問題をも考察したい。

m ~スッタ・ニパータ (Sut臼-n伊'ãta， Sn)~ における法の意味

法 (dhamma)に論及した論文や著書は少なくないが，その中で最近の中谷
ひであき

英明 (2006) Iスッタ・ニパータにおける dhammaの意味J(W日本仏教学会年

報』第71号，平成18年5月発行， pp.17-42=中谷B)は，改めて検討すべき

問題を含む。中谷は『スッタ・ニパータ~ (Snと略記)が最古の仏典の一つで

あるとして，その新古の層をI層 (1部品.IV，II部品.1. 3， Sn. V)， II層 (III

首
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部Sn.1， II， m)， m層(IV部序偏向.335-6，679-98，976-1031，V部Sn.1， II，田

内の散文部)の3層5部に分かち，年代についてもI層は前4世紀， II層は前

3世紀， m層は前2-1世紀と仮定し，三つの層における韻律，語藁，修行

生活，思想、の変遷にも言及し，皿層ではヴィナヤの成立を窺わせる細則が現

れると指摘して，三蔵の編纂がこの頃になされたと推定してよいであろう (p.

22) という。

次いでI層と E層における dhammaの用例を分類して挙げて解説している。

I層I部 (=Sn.IV At!haka-vagga)における dhammaは， (1)意識作用(もの，

こと)， (2)生き方， (3)正しい生き方・ブッダの生き方， (4)規範(規範行為，規

範意識)に分け， 1層H部 (=Sn.V Parayana-vagga)とH層とでは(1)で「もの，

こと」の少数例を示し， (2)生き方， (3)正しい生き方， (4)規範の例を挙げ， II層

では18界の概念が成立し， dhammaに「心の認識対象j，r意識j という意味が

新しく付け加わる，という。

中谷はその前 (2003)に「ブッダの魂論j (W論集古典の世界像平成10年

度'"'-'14年度文部科学省科学研究費補助金特定領域研究 (A)118 r古典学の再

構築」研究成果報告集V A04 r古典の世界像」班研究報告~ pp.32-50=中谷

A) を公表し，Snの新古をめぐるもっと詳しい文献学的研究をまとめ，韻律，

正書法，語形等，仏や修行者の呼称，人間の種々の存在様態，行為規範・生き

方・教説・もの・こと等についての要旨と12図に及ぶ統計表を示した後に， 5 

ページに亘って思想・教理にも触れていたのである。上に略記した新古の層の

分け方もここで初めて示されていたのである。その中でSn.とDh.(= 

Dhammapada)とにおける dhammaの意味ごとの全用例の数を示したと思われ

る下の表(中谷Ap.43，表11)は，氏の到達結果を示しているようである。

この表については一々の出所を省いているので，我々にはこの表の確認も活

用も困難である。ただ上の数字を合計して得られる264の中から，Dh.の用例

51を引いた213がSn.のdhammaの全用例数となるのであろう。複合語の用例

をも数えたものと思われる。 dh組 rmaの意味と分類は後の中谷Bにおいて多少

修正されるが，筆者の理解とは異なる。 Sn.のdhammaの全用例数213は，大事

な情報であろう。この数はおの語棄の中で代名詞 (tad，yad， etc.)や不変化調

(ca， na， etc.)を別とすれば， 1語の用例数としては最大であろう。しかしDh

においてはaUan(我， 69例)が最多のようである 8。こうして見ると dhamma

は，とりわけSnで重要なのである。

I層 H層 皿層

I部 H部 m部 Dh 序偶 散文

sasana 4 3 5 6 

dhamma-: 

1 a 1生き方J 24 3 10 12 

1 b 1理法J 4 4 46 21 2 3 

1 c 1ブッダの教説j 1 12 15 14 7 16 

2 1行為規範」 2 1 13 5 

3 1もの・こと」 8 7 21 5 2 4 

これは聖典Snの成立問題を考察し， dhammaの意味付けにも輯新な見解を

示したように見える。しかし私には疑問な点が少なくはない。

まずSnを含む聖典成立上の問題がある。中谷はおを分析し，Sn.IVを最古

のI部に位置づけSn.VをE部に位置づけて，ともにI層とする。しかしSn.IV

がお.Vよりも古いという点が充分に論証されているとは考えられない。むし

ろSn.Vの方が古いという学説もあり，筆者もそれに沿って考察したことがあ

るにまたお.IVとSn.Vの偶が章名・経名と共にニカーヤ・阿含に引用され

ていることから，前者の古さを想定するけれども，ニカーヤ・阿含(=経)や

ヴィナヤ(律)が，Snの新しい皿層と同じ前2-1世紀頃まで下るというこ

とも，証明ができていない。 Sn以外の経や律が仏滅後2-3百年以上も編纂

されなかったのか，その頃に初めて創作されたのか。それは私には信じられな

い。なぜならば，仏教が自然発生した宗教思想ではなくて，ブッダの独創に由

来するところが少なくないと思われるからである。紀元前1世紀にはスリラン

カのアルヴィハーラで三蔵が書写されたという伝説もある。書写以前の口伝の

時代が長期に亘った可能性は否定できない。つまりお以外に多くの経と律と

がブッダ以来の教えを伝承してきた可能性があり，そこにはブッダ自身に由来

する思想の体系の基礎があったのではないか。この点は最後に論じたい。

N Snにおける法の用例(中谷B批判)

中谷Bのdhammaの解釈についても問題がある。 SnのI層I部 (=Sn.IV) 

において示された「意識作用(もの，こと)j という用語が分かりにくい。意
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(12) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (13) 

識がconsciousnessやBewustseinの訳語であるならば，意識されτいることで

あって，意識作用ではないであろう。意識が仏教でいう mano-vi飴句a(意の

識)であるとすれば，意の対象に対して生ずる認識(知)であるから，作用と

いうまでもないであろう。寧ろ心の作用であろうか。心作用は心所 (cetasika，

心所有法，心所法，心の内容，心の中)であるから， dhammaに含まれる。ま

た「もの，こと」といっても，あまりに意味が広く漠然として解釈したことに

ならない。また「生き方」といっても多様であって意味が明解にはならない。

それらの訳語の吟味は避けがたい。

中谷BはSn原文を挙げて和訳して dhammaの訳語を太字体で示す。その最

初の引用例には，

経験であれ，知識であれ，思索であれ，あらゆる意識作用において自由である人，

正しく洞察し， (妄想から)開放されて遊行している彼に，何がこの世に関する妄

想をおこさせられょうか? (中谷Bp.25) 

しかし，私共の解釈はこうである。

その方は，およそ何でも，見えたもの，聞こえたもの，或いは思われたもの

Sn. 969 panna.rp. pur北khatvakaly匂a-piti，vikkhambhaye tani parissayani 

arati:tp. sahetha sayanru:曲ipante， caturo sahe血aparideva-dhamme 

正行を喜びとする人は明智を重んじ，これらの憂患を取り去りなさい。人里離れ

た寝床で質素を耐えなさい。(次のような)4つの嘆きの意識に耐えなさい。(中

谷訳，中谷Bp.25) 

とある。「嘆きの意識に耐える」とは分かりにくい。この dhammaは意識であ

ろうか。そうではあるまい。嘆きの意識の対象を指しているであろう。この偶

を私と及川真介はこう訳しておいた。

智慧を重んじて，善を喜び，それらの危難を鎮めよ。辺部の臥所で不快に
たね

耐えるがよい。[次の]四つの嘆きの法に耐えるがよい。(村上・及川訳『仏

のことば註(三)一一パラマッタ・ジョーティカー』春秋社1988，p.846) 

と。②註釈Pj.II. 57320ー 1には，I次にすぐ続く偶で述べられる嘆きとなる原因

(法)に耐えるがよい Cparidevaniya-dhammesaheyya) Jとある。この dhamma

は「原因，たね，もと」を意味していると私共は解したのである。「嘆きのた

ね」とは，

あらゆる法において囚われない。そのように見る・ 〔蔽いを〕聞かれて行く・その

方を， (誰が〕何によってこの世間において判断(分別)するであろうか。(村上・

及川前掲書p.607)
こと こころ こころ

「あらゆる法Jとは，意識に浮かんでくる=意識の対象になる一切(もの，こ

と)であって，そんなことに全く囚われない，意識しないのである。そういう

達人(仏)の境地については，世の凡人は思いも及ばないのであって，分別し

判断を加えることは出来ないであろうという趣旨である，と私共は解したので

ある。(次の4備の検討は略す)。

次に中谷が「生き方Jと解した例を見る(以下は原文と中谷訳)。

Sn.891 組員釘Pito yabhivadanti dhammaIp.， aparaddha suddhim akevali te 

evam pi tit白yaputhuso vadanti， sandinhi-ragena hi te'bhiratta 

「これと異なる生き方を説く人々，彼らは清らかさを理解せず，完成者ではないJ

と，このように宗教者たちはそれぞれ語る。彼らは自分の見解への執心に溺れて

いるのである(中谷訳)。

Sn.892 idh'eva suddhi iti vadiyanti， nannesu dhammesu visuddhim ahu 

ev創npi ti凶lyaputhuso nivi符ha，sakayane tattha dalha.rp. vadana 

「ここにこそ清らかさがあるJと彼らは言う。「他の諸々の生き方には清らかさ

が無い」と主張する。このように宗教者たちは，それぞれ別々に自分の道に入り

込んで断固として主張する(中谷訳)。

Sn.970ab ki:tp. su asissami kuva.rp. va asissa.rp.， duはha.rp.vぽasetthakuv司jasessa.rp. 

Sn.903 yam ahu dhammaIp. paraman ti eke， t創neva加lanti p姐油uanne， 

sacco nu vado katamo imesa.rp.， sabbe va h面lekusala vadana 

何を食べようか，何処で食べようか，寝苦しかった，今日は何処に寝ょうか。(中

谷訳)

というのであって，ここには問題はない。次の引用はこうである。

Sn.793 sa sabba-dhammesu viseni-bhuto， y抑 kincidi併la.rp.va suta.rp. mut抑 va

tam eva dassi:tp. vivata.rp. c紅ant但p，kenidha lokasmi vikappayeyya 

ある人々が「最高の生き方j というもの，その同じものを他の人々は「劣ったも

の」という。これらのどちらが真実の説であろうか，彼らは全て賢者として語っ

ているのであるが(中谷訳，中谷Bpp.28-29)。

ここは哲学上・宗教上で争われ議論になる見解や主義・主張が主題となってお

り，そんな見解や主義・主張が dhammaと呼ばれる。単なる「生き方」ではな
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(14) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (15) 

くて， 1生き方Jをめぐって争われ議論になる見解や主義・主張を品祖国laと

呼んでいるのである。 Sn.891a を註解して『大義釈~ (Mahaniddesa， Nd 129926一)

は，

私共は，ここは仏の説く教え(教法)がdhamma(法)と呼ばれていると考え

て，こう訳している。

Sn. 792 (凡〕人は自らの提(誓戒)を引きうけて，観念(想)に執らわれ，上

『およそこれと別の主義(法)・見解・行道・修行道を説く者どもはJ(ito 

annaql dhammaql dinhiql patipadaql maggaql ye abhivadanti) 10 

と述べて，この同意語として見解 (ditthi)を挙げている。これは，ここの前

後の文脈とも一致する。私共の訳文はこうである。

Sn.891 iおよそこれと別の主義(法)を説く者どもは，清浄を冒した不完全な

者だ」と，確かにこのように外道たちは別々に論ずる。なぜなら彼等は自分の見

解への執著に染まりきっているからだ(村上・及川前掲書p.752)。

Sn.892 iここにのみ清浄がある」と〔彼らは〕論じ，他の諸の主義(法)に清

浄があるとは言わぬ。このようにも外道たちは，別々にこだ、わってその自分の道

を断固として論ずる(同p.753)。

Sn. 903 およそ「最高だJと或る人たちが言う，その同じ主義(法)を他の人達

は，しかし「劣っている」と言う。いったいこれらのどの論が真実なのか。なぜ

なら彼等がもう皆〔自ら〕達人だと言うのだ(同p.769)。

中谷が「正しい生き方・ブッダの生き方Jと解した例を見てみよう。

ヴェーダ

下(彼此)に趨る。しかし智者は，聖智によって知り，法を了解し，広い智慧あ

り，上下(彼此)に趨らない(村上・及川前掲書p.606)。

Sn.921 眼が聞かれた方が，自ら体得された危難を調伏する法を教えて下さった。

あなたに善きことあれ。〔願わくは〕修行道を〔も〕説きたまえ。戒経や，はた

また心統一(定)をも〔説きたまえJ(同p.790)。

Sn. 934 なぜなら，かの勝つ者にして敗れぬ方は，聞き伝えではなく〔自ら〕体

得した法を見た。まさにそれゆえに，かの世尊の教えにおいて放逸ならず，常に

拝んで習い学べよ(同p.796)。

その教えは仏自身が悟ったことであり，真実，真理，道理，ことわり，でもあ

ると思う。なお仏の「正しい生き方」を言うのはおかしい。仏教では「正しい

生き方」一般が成り立たない。在家と出家とでは「正しい生き方」の内容が異

なることもある。また仏について「正しくない」とか「正しい」とか，云々す

るのも当たらないであろう。

中谷が「規範」と解した例を見ょう。

Sn. 792 sayrup. samadaya vat加ij姐加，uccavacrup. gacchati sanna-sa託0;

vidva ca vedehi samecca dhammarp.， na uccavacrup. gacchati bhuri-pa鮪o.

自ら誓いを立てながら，認識に固執する人は 上へ下へと意見を変える。明智広

大な人は，ヴェーダによって知り，正しい生き方を獲得し，下へ上へと意見を変

えることはない(中谷訳)。

Sn. 921 紘i仕ayIvivata-c紘khu，s北副首一品ammarp.parissayav回ayrup.

patipadrup. vadehi bhaddan te， pat加lokkhrup.atha vapi samadhiql 

曇りない目を持つお方，証人は，苦難を追い払う正しい生き方を説かれた。尊き

お方よ，歩むべき道をお教えください。戒律を，あるいは三昧をも(中谷訳)。

Sn.934 abhibhu hi so anabhibhuto， s池畑lI-dhammam創立tihamadassI ; 

tasma hi tassa bhagavato sasane， app創nattosada namass但n祖国匙khe

Sn.784 pak:appita sailkhata yassa dhamma， purak:khata santi avIvadata 

Yad att田lIpassati anIsaqlsaql， taql nissito kuppapaticca santiql 

自身の諸々の規範が，妄想され，作りものであり，褒めそやされ，清められてい

ない人，そういう人は自身に利益があると認めた時に，はかないものに基づく安

逸に固執する(中谷訳，中谷Bp.31)。

この侮から終わりのお.787偶までは，特定の見解に固執し，主義主張をする

ことに関つてはならないと諭し，ただ執らわれがないことを教える趣旨である。

ここの dhammã は「諸の主義(法)J である。『大義釈~ (NdI734) は， 1諸の

主義(法)は62の執見といわれる (dh加国語 vuccantidvasa肝hidi!thi-gatani ti) J 

といい，Snの註釈も，これを「諸々の見解 (ditthiyo，巧.II. 52126) Jとし，後で

は 162の見解という主義 (dvasa!!hi-di!!hi -dhamma，巧.II. 52210) Jと説明する。

もしそうであるなら，これらの偏には『長部経典~ (DIghanikaya， D)初の

IBrahma-jala-sutta (楚網経)Jや 1Samanna-phala-sutta (沙門果経)Jのよう

な散文経典の内容が前提になっているということである。それについては後で

かの征服者，征服されざる人，証人は，伝承されたものではない正しい生き方を

見いだされた。それゆえ，その幸多きお方の教えを耐えず帰依しつつ精励して学

びなさい(中谷訳，中谷Bpp.29-30)。
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(16) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (17) 

もう一度触れるであろう。我々はこう訳した。

Sn. 784 およそ構想されうち立てられた諸々の主義(法)を，浄く(正しく)な

いのに最展にしているその人が，自己の中に利益を見るならば，揺らぐものを縁

としているその平静に依存しているのだ(村上・及川前掲書p.587)。

ることはそれぞれ知る，という意趣である~ (tatha hi te esa dharnma-dhatu 

suppatividdha， yassa suppatividdhatta y創p.y創p.icchasi， taJ!1 taJ!1 janasl ti adhippayo. Pj. II. 

4172-3) 

Sn. 1075 atthan gato so uda va so n' atthi， udahu ve sassatiya紅ogo，

taJ!1 me munI sadhu viyakarohi， tatha hi te vidito esa dhammo 

彼は消滅したのですか。彼は存在しないのですか。或いはまた常住で，健康なの

ですか。ムニよ，それを私に正しくお答えください。あなたはそのことがお解か

りですから(中谷訳)。

z:. z:. (Sn. V. 7 Upaslva-maI).ava-puccha)は，解脱した人の死後についてバラモ

ン学生 (Upaslva)が世尊に尋ねる備である。我々はこう訳しておいた。

彼は消えて行ったのですか。或いはそれとも彼はいないのですか。或いは，本当

という。この法界とは要するに，こころ(意)の対象になる。こころに知られ

ることがらであり，諸法(現象的な諸要素)である。その中で私は理(ことわ

り)の意味を選んだのであるが，もっと広義に註釈は解したようである。

Sn.1052ef (=上掲1075cd)は， V. 5 Mettagu-mal).ava-puccha (メッタグー学

生の問い)で，学生(メッタグー)が世尊に問うて

『どのように賢者達は暴流と，生・老と，憂い・嘆きを渡るのですか~ (katham nu 

dhIra vitaranti oghaJ!1， jatiql jaraJ!1 soka-pariddava負caSn. 1052cd) 

と尋ねる 2句に続く終わりの2句である。最終句 (Sn.1052f= 1057d= 1075d= 

1l02d) について『小義釈』は，法の内容には触れずに，ただ次のように同文

を繰り返す~

『なぜなら，あなたにはこの法が知られ，考量され，知りつくされ，明らかになり，

明瞭にされている~ (tatha hi te vidito tulito tmto vibhuto vibhavito白adharnmo ti. Vri 

lVd267， 73， 99， 136) 

と。これに応じる世尊のことばが次偶にある。

Sn.l053 H(私は〕君に法を告げよう」と世尊。「現実(現法)において伝え聞きで

はない〔法〕を。それを知って，心(思念)して行きつつ，世間に対する執著を渡

るところの〔法をJ0 ~ (kittayissami te dharnmaJ!1， Mettagu ti bhagava， dinhe dhamme 

anItih創p.，yaJ!1 viditva sato caraJ!1， tare loke visattikaql) 

と。この法は教え，教法であるとともに，世尊が自ら体験して知った理(道理，

ことわり)であり，また聞き手が修行すべき方法でもあるような文言である。

@註釈は，次のように解釈している。

『浬繋の法と浬繋に至る修行の法とを〔私は〕君に示そう。(現実(現法)におい

て)とは，現に見られる苦等の法において，或いはまさにこの自分の存在(身)

において。 <i云え聞きではない〉とは，自ら直接体験した〔法〕。くそれを知って)
とは，その法をば「一切諸行(心身の諸潜勢力)は無常である」云々というふうに

反省して知って。~ (nibbana-dhammaJ!1 nibb加a-gamini-patipada-dharnma凸 ca te 

desayissami. ditthe dhamme ti di!!he dukkhadi-dhamme， imasmiql yeva va atta-bhave. 

anitihan ti a抗a-paccaはhaJ!1.yaqI吋ditvati yaJ!1 dhammaJ!1 "sabbe san.khara anicca" ti-

中谷は次に Sn.I層H部 (=Sn.V Parayana-vagga，彼岸道品)における法

の例を挙げる。先ず「もの，こと」の例という偶を示す。

ムニ

に常住にして無病なのですか。聖者よ，それを私に，どうかよく説明して下さい。

なぜなら，あなたにこの理(法)がわかっているのですから(村上・及川前掲書

個~.110) 。

ここは文脈から判断すべきところである。解脱した人の死後の状態についての

問いに対する仏の回答 (Sn.1076)は後で見るが，ただここの法を「こと」と

訳すだけでは，安易に過ぎないか。なおこの問題の最終句 (Sn.1075d)は，

他の4偶 (Sn.504d，1052f， 1075d， 1102d) にも繰り返され，しかも偶の後半

2句 (Sn.107 5cd)も他の2偶 (Sn.1052ef ; 1l02cd [但し c初=tesarp.tuva甲…]) 

に共通である。従ってそれぞれの文脈や語義を考察するのに， w小義釈』

(Cullaniddesa， Nd 2)及びSn註釈(巧.II) を参看する便宜が得られる。煩墳

ではあるがこの法について調べて考えて見ょう。

Sn.502はIII.5 Magha-sutta (マーガ経)の第18備である。ここは修学中のバ

ラモン(マーガ)の問いに応じて仏が供養に値する人の徳性を説いたのに対し

て，マーガが述べた偶の最後句である。@註釈は，

『なぜなら，そのようにあなたによってこの法界(法という要素，または領域)が

よく洞察されている。それ(法界)をよく洞察しているので，何でもあなたが欲す
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(18) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (19) 

adina nayena sarnmasanto viditva.巧.II. 5911-5) 

と。法とは，悟りの境(浬繋)とそのための修行法と，苦等や「一切諸行は無

常である」等の多くの法(現象的な諸要素やその理)も考えられている。

『小義釈』は初句 (Sn.1053a)を詳解して多くの修行法とその目標(悟りの

境地)を次のように列挙する。

『始めもよく，中間もよく，終わりもよく，意味そなわり，文言そなわり，全く円

満し，清浄な発行，四念処，四精勤，四神足，五根，五力，七覚支(菩提分)，八

支聖道，及び浬繋と浬繋へ到る道を告げよう，説こう，示そう，設けよう，立てよ

う，明らかにしよう，解明しよう，明瞭にしよう，鮮明にしよう，と。~(adi-kaly句arp.

majjhe kaly初arp. pariyosana-kalya胆P. sat血arp. sabyanj組抑 kevala -paripu明仰

P紅isuddharp.brahma-c紅iyarp.， ca託arosati-panhane， cattaro sarnma-ppadh加e，cattaro 

iddhi-pade， panc'in耐 y加i，panca balani，制tab吋Ijha白ge，紅iy仰 a柑uuigik抑 maggarp.，

nibbanan ca， nibbana-gaminin ca patipadarp. kittayissami acikkhissami desessami 

pa白色apessamipatthapessar凶 viv紅issar凶 vibhajissお凶 uttお証一k訂issamipakasiss加証 ti.Vri 

Nd 267)12 

と。これは37菩提分(道品)と浬繋とを説こうとしていると要約できよう。浬

繋への道も37菩提分に他ならないと考えられよう。次句 (1053b=1066b)の「現

実(現法)Jについては3種の解釈を示す。すなわち，

W(現実(現法)において〉とは，見られた法・知られた法・考量された法・知り

尽くされた法・明らかになった法・明らかにされた法において。「一切諸行(心身

の諸潜勢力)は無常である」と，……(中略)……「およそ何でも集起する性質(法)

があるものは，すべて滅する性質(法)がある」と，見られた法・知られた法・考

量された法・知り尽くされた法・明らかになった法・明らかにされた法において，

とこのようにも，現実(見られた法)において語ろう。或いは苦が見られると苦を

語ろう。〔苦の〕集起〔の因〕が見られると〔苦の〕集起〔の因〕を語ろう。〔苦の

滅に到る〕道が見られると道を語ろう。〔苦の〕滅が見られると〔苦の〕滅を語ろ

う，とこのようにも，現実(見られた法)において語ろう。或いは，法が見られる

と，現実に見られ・時を隔てず・来たり見よというもの・ 〔覚りに〕導くもの・識

者達によって各自に知られるもの，とこのようにも，現実(見られた法)において

語ろう，と現実(見られた法)においてo~ (ditfhe dhamme ti di符hedharnme偏tedharnme

tulite dharnme tirIte dharnme vibhute dharnme vibhavite dharnme， sabbe saIikhara anicca ti... 

pe... yarp. kinci samudaya-dharnmarp. sabbarp. t創p.nirodha-dharnman ti ditthe dharnme nate 

dharnme tuli飽 dharnmetirIte dharnme vibhute dhamme vibhavite dhamme ti-evam pi dinhe 

dharnme kathayissami. Atha va， du肱hedi耳hedukkharp. kathayissお国， samudaye di!!he 

samudayarp. kathayissami， magge di!J:he ma路町 kathayissami，nirodhe dinhe nirodharp. 

kathayissami ti-evam pi di!J:he dharnme kathayissami. Atha va， ditthe dhamme sandinhik創p

akalik創p. ehi-passikarp. opaneyyikarp. pacca仕但p.veditabbarp. vinnuhi ti -evam pi ditthe 

dharnme kathayissamI ti di財ledhamme. Vri Nd 267) 13 

煩墳で分かりにくいが， I現実(現法，現世)において」を，あくまでも「見

られた法においてj と解するのである。ここには省略されてはいるが，法の一

覧表を含み，我々(有情)の存在を構成している現象的な諸要素(諸法)とそ

れら諸法の中にある真実(法，理，ことわり，真実の在り方)を含み，縁起と

四諦が示す因果の理(法)を含み，また仏の教えでもあるという。

次の「伝え聞きではない」について， Ii'小義釈』はいう。

W(伝え聞きではない)とは，こうであったそうだという噂によるのでもない。伝

聞によるのでもなく，伝承によるのでもなく，蔵経の習得によるのでもなく，考察

を原因とするのでもなく，思考法を原因とするのでもなく，在り方(形相)の詮索

によるのでもなく， (他の〕見解の受容・認容によるのでもない。自ら自分で覚っ

た・自分で直接体験した法，それを語ろう，と~ (anitihan ti na i世出h明1na iti-kiraya 

na paramp紅ayana pitaka-sampadaya na takka-he印 nanaya-hetu na akara-parivitakkena 

na di桝 -n討ijh加aーはhantiya，s如larp.sayam abhi曲 atarp.atta-pacca肱ha-dharnm抑， tarp. 

kathayissami ti. Vri Nd 267) 14 

これはこの法(教え，理，倍りの境地)というのは，噂や伝聞や他説によるの

でもなく，経論の学習や考察・思案・詮索によるのでもなく，他説の受容によ

るのでもないという。ただ自分で覚り直接体験したものだという。考察等によ

るものでないというのは，どうしてか。恐らくは頭で考えをめぐらしているだ

けでは，身をもって体得し直接体験した叡智の域には達していないというので

あろう。これは注意すべき・味わうべき伝統であると思われる。

次の「それを知って」について， Ii'小義釈』はいう。

W(それを知って，心(思念)して行きつつ〉とは，それを知られたものとなし，

考量し・知り尽くし・明らかにし・明瞭にして， r一切諸行は苦である」と"，…… 

「一切諸法は非我であるJ，……「およそ何でも集起する性質(法)があるものは，
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(20) 村上真完

すべて滅する性質(法)があるJと知られたものとなし"~ (Yam viditva sato caran 

ti yrup. viditarp katva tulayitva tIrayitva vibhavayitva vibhutrup. katva，“sabbe sailkhara 

anicca' ti " ，‘sabbe sallkhara dukkha' ti...‘sabbe dhamma anatta" ti...pe...“yrup. kinci 

samudaya-dhamm抑 sabbarptrup. nirodha-dh佃 unan'ti " . Vri Nd 268) ("は下線部の

同文の繰り返しを示す)。

と。ここにも法の一覧表を含み，我々(有情)の存在を構成している現象的な

諸要素(諸法)とそれら諸法の中(または間)にある真実(法，理，ことわり，

真実の在り方)を含み，縁起と四諦の理(法)を含むのである。以上のような

煩墳な詳解を，先に見た@註釈(巧.n)は簡潔に整理したのであろう。 Sn.1075 

に対する世尊の答え CSn.1076)は後で見ることにする。

次に中谷が「正しい生き方」という例 CSn.V. 17 Pingiyamal).ava-puccha) を

見ょう。

Sn. 1102 nanajanajanapadehi sailgata， tava vIra vakyrup. abhikailkhamana; 

tesrup.加vrup.sadhu viyakarohi， tatha hi te vidito esa dhammo 

いろいろの人がその地の人々と共に集まって来ています。勇者よ，あなたのこと

ばを聞かんものと。あなたは彼らに正しく説明してください。あなたはこの正し

い生き方を知られたのですから(中谷訳)。

Sn. 1120 jil)l)o 'ham asmi abalo vIta-va明 0，icc ayasma Piilgiyo， 

netta na suddha savanrup. na phasu， mah釘11nass釘pmomuho antarava 

acikkha dhammal11 yam油arpvijannrup.， jati-jaraya idha vippahanarp 

私は老いて力無く，色艶もうせました。私の目は暗く，耳はよく聞こえません。

蒙昧のままに私が死ぬことがありませんように。正しい生き方をお説きください。

ここで私が生と老の消滅を理解しますように(中谷訳，中谷B.pp.32ー33)。

この2偶を私はこう訳す。

Sn.1102 様々の人々が諸国から集まって来ました。勇者よ。あなたの言葉を期待

して。その人たちにあなたはどうぞ説き明かして下さい。なぜなら，あなたに乙

の法(ことわり，理)がわかっているのですから(村上・及川前掲書四p.134参

照)。

Sn.1120 r私は老いて力なく，色も失せましたJと尊者ピンギヤ。「眼は清らか

でなく，耳もよくない。私は愚かなままで中途で滅びたくない。説いて下さい。

-619 

原始仏教資料の新古問題と法の意味 (21) 

私が知りたい法(教え)を。生・老をここに断つことをJ(同 p.154参照)。

ここの法は， r正しい生き方Jというよりも， r覚りの境地に到るための方法や

心掛け」であろうが，まず「仏の教え(法)Jを請うているのである。そして

その教え(法)の内容として，修行法，さらに存在の諸要素(諸法)と，それ

ら(諸法)の中にひそみ・それら(諸法)の間にある理と解される。「教え(法)J 

といっても，その内容は一律ではありえない。それぞれの文脈によって推定し

なければならない。まず第 1例 CSn.1l02d=Sn. V. 13 Bhadravudha-manava-

puccha 2d)の法は，先に中谷が「ことJと訳し，我々が理と解した箇所 CSn.

1057d) と同文である。これについて義釈にも註釈にも特段の新たな説明はな

いが，それに答えて世尊はこう教える。

『取得への渇愛を全て調伏するがよい。~ (adanataゆrup.vinayetha sabbrup.， Sn. 1103a) 

『出家行者は心して，一切世間において何ものにも執著するな (na upadiyetha 

bhikkhu sato ki負canamsabba-loke) 0 ~ (Sn. 1104ab) 

これを勘案するとその教え(法)は，修行の方法や心掛けのようであるが，そ

れだけではなくて，そういう修行と心掛けによって悟りの境地に到り，輪廻を

超越するのだという，因果の理(ことわり)までも意味しているであろう。

第2例 CSn.1120=Sn. V. 17 Pingiya-mal).ava-puccha 1)では請い自体 CSn.1120 

de)が，法の内容を「生・老を断つことJCつまり再生・輪廻を越える方途)

と限定している。これは生・老を繰り返す輪廻の存在を断ち切った覚りの境地

とそれに到る方法の教示を請うている。この請いの2句は他に2回 CSn.1097

de， 1122ed) も繰り返されている。ここ CSn.1120)では老ピンギヤに対して世

尊は，

『再生がないように色を捨てよ(jahassu 而P抑 apuna-bbhavãya)o~ (Sn.1121d) 

と答える。色(顔色，容色，容姿)は肉体の属性であって，死なない限り色を

捨て去ることはできないはずである。自分の色が捨てられないなら，色に執ら

われず拘らないこと以外に方法があるまい。ピンギヤはここで再度同じ請いを

繰り返す(1122ed)。それに対して仏は，

『再生がないように渇愛を捨てよ(jahassutal)hrup. apuna-bbhavaya) 0 ~ (Sn. 1123d) 

と言い改めて締めくくる。中谷は「正しい生き方Jと見るのであるが，むしろ

再生がない死に方と解される修行の心掛けを教えている。しかもその教えは，

そういう修行と心掛けとによって再生・輪廻を断つこと，つまり悟りの境地に
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(22) 村上真完

到るという因果の理(ことわり，道理)を示しているのである。

ピンギヤと同じ請いは，すでにその前にジャトゥカンニン学生によって発せ

られている CSn.1097de=V. 12 Jatuka明i-mfu:tava-puccha2de)。それに対する世

尊の答えは，

『諸の欲望に対する貧りを調伏せよ。~ (kamesu vinaya gedhmp.， Sn. 1098a) 

『名色(心身)に対して全く貧りを離れたならば，バラモンよ。その人に諸の漏(煩

悩)はない。その〔漏〕によって死の支配におちいるのだ，と。~ (sabbaso nama-

rupasmiIp.， vita-gedhassa brahmal).a ~ asavassa na v討，janti，yehi maccu-vas抑 V司eti， Sn. 

1100) 

と，悟りの境地に到る方法(修行法と心掛け)を示している。そしてそういう

修行と心掛けによって，悟りの境に到るという因果のことわり(理)をも意味

している。そしてそれがバラモン学生の請うたところの法(教え)に他ならな

い。

中谷が「規範Jの意として挙げる例を見ょう。先に見た解脱した人の死後の

状態についてのウパシーヴァの問い (Sn.1075)に対する仏の答偶を引いてい

る。

Sn. 1076 atthaiJ. gatassa na pamal).am atthi， Upaslva ti Bhagava， 

し_ L-

yena nmp. vajju tmp. tassa山由i;

sabbesu dhammesu samuhatesu， samuhata vadapatha pi sabbe ti 

消滅したものには印は無い。それによって彼を形容すべきもの，それが彼にない。

あらゆる規範が消滅したとき，あらゆる言葉の道も消滅する。(中谷訳，中谷B.

pp.33-34) 

CSn.1069-76)は， Iあらゆる欲望に対して欲情を離れJ，I解脱した」

人が〔入滅し〕風によって焔が消えたように消えうせた場合 (Sn.1172-4)

を語っている。私は，

「消えて行ったものを知る方法(量)はない。ウパシーヴァよ」と世尊。「およ

そそれをもって彼を論ずる，その〔方法〕が彼についてはないのだ。一切の諸要

素(法)が絶やされると，一切の言語の道も断たれたのだ」と(村上・及川前掲

書個1)p.111参照)。

と訳す。ここの複数の法は規範ではなくて存在の現象的な諸要素(法)であっ
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て，人間存在を可能にしている一切の諸要素(諸法)であり，身心の諸要素・

諸属性であろう。その意味は『小義釈』では同意語の列挙を繰り返して，こう

説明する。

『一切の諸法(要素) ・一切の麓(集合体:身心の要素:色・受・想・行・識)

一切の処(認識領域) ・一切の界(認識要素) ・一切の趣(輪廻の境遇) ・一切の

出生・一切の結生・一切の有(生存) ・一切の輪廻・一切の転生が断たれ，絶やさ

れ，取り去られ，すっかり取り去られ，除かれ，除き去られ，捨てられ，断ち切ら

れ，静められ，止滅され，生ずることがありえないものとなり，智慧の火に焼かれ

たときに。~ (sabbesu dhammesu sabbesu khandhesu sabbesu ayatanesu sabbasu dhatusu 

sabbasu gatIsu sabbasu upapattIsu sabbasu patisandhIsu sabbesu bhavesu sabbesu s創p.saresu

sabbesu vattesu uhatesu samuhatesu uddhatesu samuddhatesu uppatitesu s創nuppatitesupa一

回lesu samucchinnesu vupasantesu patippassaddhesu abhabb 'uppattikesu 負句'aggina

daddhesu ti. Nd2 Vri 100) 15 

この諸法は輪廻を繰り返す生存(存在)を可能にしている現象的な諸要素・諸

要件・諸条件・諸属性とでもいうべきであろう。 Sn註は簡明に「一切の撞(集

合体:色・受・想・行・識)等の諸要素 (sabbesukhandhadi-dhammesu，巧.II. 

59511)Jと説明する。またNd2に対する註釈Nd2 A (Vri 27) も同文である。そ

れら存在・生存の諸要素(諸法)は，解脱し悟った人の死後には，存在しない

というのである。この偶にいう一切の諸法が，このように有情の存在を可能に

し，その存在を構成する現象的な諸要素・諸属性を意味するということは，@

の伝統説によって確認したのである。しかしそのような意味をこの偶が，明示

しているかというと，そうは言えないのである。『小義釈』を待って始めて確

認できたのである。なぜなら中谷のいうような異なる解釈もあるように，もと

より難解なのである。

有情(ひと)の存在をこのように諸要素に分析して把握する考え方が，Sn 

の最古層においても見られるかどうかということは，この偶の理解に関わって

いる。それら諸要素(諸法)をめぐる・そういう考え方は，Snの最古層以外

の散文資料(経・律)において明瞭になるのであって，この問題は最後に取り

上げたい。

さらに中谷が規範を意味する例として挙げるのは次の通り。

Sn. 1105 jhayirp. virajam asInmp.， icc ayasma Udayo， kata-kiccぉp.anasavむp.，
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(24) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (25) 

参りました。無明を破る盃りによる解脱を説いて下さい(村上・及川前掲書個治 138

参照)。

我々が「一切諸法の奥義をきわめた方に」と訳したところ (paragu甲 sabba-

dhammanam) を，中谷は「あらゆる規範を越えておられる方に」と訳す。確

かに para-guは逐語的に「彼岸に達した(到る)Jとも訳され， 1浬繋に達した」

の意ともなる (Sn.539a， 771d，巧.ll. 43510， 51327-30)。しかし「通暁したJ1知悉

したJ1奥義に達したJI謹奥をきわめたJの意味に用いられる慣用語でもある

(以下では通暁したを用いる)。例えば， ti明aI!lvedana甲 paragu(Sn. 10 19d) 

は， 1三ヴェーダの麓奥をきわめたJI三ヴェーダに通暁した」の意味であって，

「三ヴェーダを越えた」ではない。ここの「一切諸法の奥義をきわめた(一切

諸法に通暁した，一切諸法の彼岸に到った)方にJ(Sn.1105c=1112c)を『小

義釈』はこう説明する。

『世尊は一切諸法(存在の諸要素)についての通智に通暁し，遍智に通暁し，捨断

に通暁し，修習に通暁し，体現(現証)に通暁し，等至(心統一)に通暁している。

一切法の通智に通暁し，一切苦の遍智に通暁し，一切煩悩の捨断に通暁し，四〔沙

門〕道の修習に通暁し， (苦〕滅の体現に通暁し，一切の等至(心統一)の等至(心

統一)に通暁している。その方は聖なる戒について自在に達し，最高に達し，聖な

る三昧(定)において自在に達し，最高に達し，聖なる智慧において自在に達し，

最高に達し，聖なる解脱において自在に達し，最高に達している。その方は彼岸に

到り，彼岸に達し……(中略)……浬繋に到り，浬繋に達している。その〔世尊〕

は〔究行〕住に住し終わり，行を行じ終わり，……その〔世尊〕には再生という生・

老の輪廻はない一一と一切諸法の彼岸に到った(=諸法に通暁した)のである。』

Cbhagava sabba-dhammanarp abhi負na-paragupar泊na-paragupahana-paragu bhavana-

paragu sacchikiriya-paragu samapatti-paragu. Abhinna-paragu sabba-dh但nmanarp，

p訂inna-paragu sabba-dukkhおlarp，pahana-paragu sabba-kilesanarp， bhavana-paragu 

ca印nnarpmaggan但払 sacchikiriya-paragunirodhassa， samapa仕i-paragusabba-samapatti-

narp. So vasi-ppatto pararni-ppatto 紅iyasm尚1 sTIasmitp; vasi-ppatto pararni-ppatto 

紅iyasm尚1 samadhismitp; vasi-ppatto pararni-ppatto 紅iyaya pannaya; vasi-ppatto 

pararni-ppa仕oariyaya vimuttiya. So paragato parappatto…nibbana-gato nibbana-ppatto. 

So vutt [hJ a-vaso cil)l)a-caral)o…pe ... jati-maral)a-sarpsaro 山刷協同 puna-bbhavo

ti-paragutp sabba-dharnmanarp.Vri Nd 2140) 16 

この長文の引用文は要領を得がたいようであるが，ここの一切諸法(=全ての

法)は，先 (Nd2ad Sn. 1076c) にも見たように人間存在を可能にする一切の現

象的な諸要素(諸法)に始まるようであるが，ここでは修行の諸階梯から最終

の浬繋まで語られ，最後に世尊は浬繋に達し，もう再生輪廻がないと，結ばれ

ている。

中谷は， Sn.1105は「人が普通に持っている諸規範の背後に欲望の存在を指

摘する」といい， 1I層H部でも諸規範は超越の対象である」とも言う (p.33)。

しかし諸規範とは思い違いのようでであり，無用な詮索を加えたようである。

中谷は次にE層 (Sn.初3章，但しSn.1. 3経を除く)の法の用例を， 1) 
もの

もの，ことの例 :Sn. 392 (もの;村上:法，持ち物，所属物)， 2)生き方の

例 :Sn. 575 (そういう生き方を持つもの;村上:このような定め=法がある)， 

Sn.763 (正しい生き方;村上:覚りの境地ニ浬繋)， 3)正しい生き方 :Sn. 

326 (正しい生き方;村上:教法，聖典としての法)， Sn.226 (生き方;村上:

道法=修行道としての法=実践法)， Sn.393 (比丘の生き方;村上:出家行者

の法ニ実践法)， Sn.384 (正しい生き方;村上:真実または実践法)， 4)規

範の例 :Sn. 167 (あらゆる規範の超越者;村上:一切諸法=存在の一切諸要

素に通暁した)， 5)その他の例 :Sn. 759 (意識・村上:意識の対象となるも

の=心で考えられるもの)，に分類して示している。今は一々吟味しないが，

上には括弧内に dhammaとその複合語の中谷訳を示し，それとは異なる筆者の

解釈を付加して示しておいた。

paragutp sabba-dhammana:qt， atthi panhena agamatp， 

anna-vimo幽抑pab而hi，avijjaya pabhedanarp 

膜想、し，貧欲を離れて座しておられる，なすべきことをなし，欲望に心汚されず，

あらゆる規範を越えておられる方に，お答えを頂きたくて私はやって来ました。

無知を破る知恵による解放を教えてください(中谷訳)。

我々はこう訳している。

「沈思し，塵を離れて坐っておられる方にj と尊者ウダヤが〔言うLiなすべきこ
とをなした無漏の(煩悩がない)方に，一切諸法の奥義をきわめた方に質ねたくて

以上，Snにおける dhamma(法)の用例のうち中谷Bが取り上げたところ

を検討して，氏とは異なる私見を加え，また私見の根拠となる資料を示して検

に
U

F
h
u
 

614-



(26) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (27) 

討し吟味して来た。中谷訳には意味不明とも思われるところがあるが，もとも

と原文が難しいのである。@の伝統説 (Nd1，Nd2，巧.II)が必ずしも一義的

な解釈を示しているわけではなく，種々の解釈を示していることも，しばしば

認められるほどである。 Sn末2章 (Sn.IV， V)は最古の韻文経典であるとい

われるが，特に難解であり，暖昧で多くの解釈の余地があることも，判ってき

たのである。すでに触れてきたように， Sn. IV (Anhaka-vagga，義品，or八偶

章)に対しては『大義釈~ (Maha-niddesa， Nd 1 )があり， Sn. V (Parayana-vagga， 

彼岸道品，彼岸に到る章)とお.1.3(阻laggavis句a-sutta，犀角経)に対して

は『小義釈~ (Culla-niddesa， Nd 2)があって，各偶の語句について沢山の同意

語の列挙を伴う詳釈がある。このような難解な偶を註釈した両書が聖典(小部

経典EJhuddhaka-nikaya) に入っているのは，その必要性が早くよりあったか

らであろう。 Snのdhammaの意味を理解するには，文脈の把握や類例の知識

が必要であるが，この両『義釈 (Nd1， Nd2)~ と Sn の註釈巧.II が必要とな

る。

執は容易にこえられない。……主義を投げ捨てまた取り上げる。』

8 (787) a : upayo hi dhamrnesu upeti vada.rp Ii'なぜなら執らわれがある者は諸の主義

について議論になる。』

IV. 5 P紅加la前akaー印刷(最上八偶経:特定の見解・主義に執らわれないことを教え

諭す)

6 (801)d: nivesana tassa na santi keci dhamrnesu niccheyya samuggal踊『諸の主義に

対する執らわれと決定して，何の固執もない。i7

8 (803)b: dh釘目前 pit回a.rpna paricchitase Ii' (彼らは判断(分別)せず，最展しな

い。〕諸の主義も彼等には受け入れられない。』

IV. 8 Pasura-sutta (パスーラ経:特定の見解に固執して議論し論争する愚を教え諭

す)

V Sn最古層 (Sn.IV，V)における法の用例の特徴

Sn全体の法の用例を意味ごとに分類する試みは，終わっているので，ここ

ではSn最古層における法の用例の特徴と他の散文経典との関係を考えたい。

1 (824)b: n組金esudhamrnesu visuddhim ahu Ii'他の諸の主義に清浄があるとは言わ

ぬ。』

IV.9 Magandiya-sutta (マーガンデ、ィヤ経:争わず主義に執らわれず自意識もないと

説く)

3 (837)b: dhamrnesu niccheyya samuggal曲1p，passan ca di帥 suanugg油ayaIi'諸の主

義に執らわれていると判定して，諸の見解の中に〔欠点〕を見て取り上げず』

6 (840)e: ma曲e-mー油ammomuham eva dh祖国lamIi'全く愚かな主義だと私 [M.J

は思う。』

A Sn. IV (義品)における法の用例

この Sn第4章における法の特例は，まず上に見た主義・主張や見解という

意味であろう。以下にその意味の dhammaの用例が出ている経名，経内の偶番

号(通し番号)の後に意味が分かる程度の2，3句を引いて訳文を示す。これ

らの用例は本章(義品)の7つの経の中に散在する17偶 (21例)であり，その

中で単数が9例，複数が12例ある。そのうちの*印を付した4偏 (4例)は，

先に見たところである。

IV.3 Du柑lanhkaー印刷(悪意八偶経:他と争わず自ら主義主張に執らわれてはならぬ

と説く)

*5 (784)a: Ii'およそ構想されうちたてられた諸の主義~ (詳細前記)

6 (785)bd: di同証一nivesana hi svativatta dh沼町nesuniccheyya samuggal証ta.rp…nirassati

adiyati cca dhamrn問1Ii'諸の主義の中で執られたものを決定しての，見解への固

IV. 10 Purabheda-sutta (死前経:死ぬ前に渇愛を離れ拘らず何の主義にも趨らないこ

と)

14 (861)c: dh細目nesuna ca gacchati Ii'そして諸の主義に趨らない。』

IV. 12 Culaviy油a-sutta(小配列経:争論を誠め自ら断定を捨てると人は争論しない

と説く)

3 (880)a: parassa ce dh叩 rma.rpanan吋如a.rpbalo Ii'もし他人の主義を認めない者が

愚か……なら』

*14 (891)a: Ii'およそこれと別の主義を説く者ども~ (詳細前記)

*15 (892)b: Ii'他の諸の主義に清浄があるとは言わぬ。~ (詳細前記)

16 (893) d : para.rp vada.rp balam asud品i-dhamrn抑『他者を愚かで不浄な主義の者

だと言いつつ。』

IV. 13 Mahaviyuha-sutta (大配列経:世間の論者達は争うが牟尼は何物にも執らわれ
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(28) 村上真完 原始仏教資料の新古問題と法の意味 (29) 

ぬと説く)

可 (903)a: wおよそ「最高だJと或る人たちが言う，その同じ主義を他の人たち

は，しかし「劣っている J と言う。~ (詳細前記)

10 ( 9 04) ab : sakarp. hi dh創nmarp.paripul)l)am ahu， annassa dhamm創p.pana凶lam油u

『なぜなら自分の主義は完壁だと言い，他人の主義は劣っていると言う。』

Sn. 802 (IV. 5最上八偶経7)tass'Idha ditthe va sute mute va， pakappita n'atthi明白 pi 

sanna; 

11 (905) bc : na koci dhanlffiesu visesi assa， puthu hi annassa vadanti dhanlffiarp. ni凶lato

『諸の主義の中には知何なる勝れたものもないだろう。なぜならば，別々に

〔人々は〕他人の主義をば劣るとあげつらい』

13 (907)bd: dhanlffiesu niccheyya samuggal証t創p.，… nahi seはhatopassati dhanlffiam 

annam W諸の主義に決定して執らわれること〔もない〕。……なぜなら他の主

義を最勝と見ないからだ。』

以上の例では主義(法)は，見解 (ditthi) という語と一緒に用いられている

から，ともに同じような意味内容であると考えられる。そしてこれらの語を含

む以上の7経は，いずれも論争・争論を誠め，特に自らを賢しとし他を愚かと

思うことに基づく論争の愚を説き，自意識を持たず自己主張をせず，何物にも

執らわれぬことを教える。そういう文脈において主義主張(法)を立て，主義

主張を争うことを誠めるのである。ここには議論を交わし問答を重ねることを

通して，自らの知識を確認し，さらに高次の知の世界を開くような視点はない

のである。また論争の内容については立ち入っていない。諸の主義(法)とは

62種の執見(六十二見， 62種の見解)であると説明される (Nd1，巧.II)ので

あるが，それは主に我 (attan，③atman，魂，霊魂，自我)と世界の存在に関わ

る形市上的問題についての見解であるヘしかしそのような空想的な問題を予

想させるような言説は，ここの前後には認めがたい。このSn第4章 (Atthaka-

vagga，義品)において問題となるのは，もっと現実的で，実践的な問題であ

る。 2備を例示してみる。

Sn. 790 (1V. 4 Suddh' atthaka-sutta清浄八偶経3)na brahmal)o annato suddhim油a，

dinhe sute sTIavate mute va; pu泊 eca pape ca anupa1i抗0，a仕組寸油ona-y-idha 

pakubbamano Wバラモンは〔聖道(仏教の修行道)の智の〕他に清浄があるとは

言わない。見えたもの，聞こえたもの，戒や提や，或いは思われたものに〔清浄

があるとは言わない〕。善(福徳)や悪に染まらず，自己(我)を捨てて，ここ

に〔善悪を〕作らない。』

tmp. br油mal)arp.ditthim anadiyおlarp.， ken'Idha lokasmirp. vikappayeyya W彼はここで，

或いは見えたもの，聞こえたもの，或いは思われたものに対して構え(分別し)

た観念(想)は少しもない。そのバラモンが見解を取らないのを〔誰が〕何によっ

てこの世間において判断(分別)するであろうか。』

これらの偶を含む経(清浄八偶経)には，主義(法)という語はないが，前後

の経と同じ論旨を展開している。ここでバラモンとは，

『しかしおよそ悪を取り除いたのでバラモンであるのだが， (修行〕道によって漏

(煩悩)の滅を証得したその漏尽のバラモン~ (yo pana b油ita-papa同 brahmaJ;lohoti， 

so maggena adhigatasava-kkhayo khlr).asava-brahmal)o.巧.11. 52628-30) 

と言われるように修行の完成者(阿羅漢)を意味している。何故に仏教の修行

の完成者がバラモンと呼ばれたのか。バラモンが世間において尊敬を受けてい

ただけではなく，恐らくはバラモン出身の比丘達に対する教えがこれらの偶に

なったのかもしれない。ここに清浄というのは，煩悩がなくなって清浄になり

解脱することを意味している 19。そういう清浄は仏道の修行による智慧によっ

て達せられるのであって，見，聞き，思われた・めでたいことによっても，ま

た世間に行われている戒や錠を守ることによっても可能にならない，というの

である。そして修行の完成者は見，聞き，思われたことに執らわれず，想念を

構えることもなく，特別の見方(見解)を構えることもない。そういう境地は，

世間における凡人には何とも判断できないであろう(この趣旨は先に見たよう

にSn.793にも繰り返される)。ここはほぼこのような意味かと思われる。

以上のように法を「主義Jという意味に用いるのは，この「義品」とそれを

註解する『大義釈~ (Nd 1)の相当箇所に限られている。このような用例は，Sn 

の他の章には認めがたいが，後で触れるように，初転法輪の前に世尊が出会っ

た乞食の行者のことばの中に認められる。

法の他の用例の幾つかはすでに触れたが，次に「真理，真実，真相，道理，

理，ことわり等」を意味する用例を見ておこう。

IV.4 清浄八偶経5(792) c: v伽 cave白hisam民cadhammam Wしかし知者は量五に

よって法(真実)を了解し』

n
h
U
 

-610-



(30) 村上 真完

IV.10 死前経9 (856)b: yassa nissaya偏 n'a他 i，natva dhammarp anissito Wおよそ，拘

ることなく，真実(法)を知ってこだわらない。』

IV.12 小配列経 1 (878) c : yo evarp jan副isa vedi dh阻 rmarp，idarp 阿蝕osamakevalI so 

『およそこのように知るものは真実(法)を知っている。これを非難している彼は

完全ではない〔と論者は言う Jo~

IV.13 Tuvataka-sutta (迅速経:出家行者の修行道と生活法と心掛けを説く)

19 (933) a : etan ca dhammam annaya， vicin問 1bhikkhu sada sato s氷kheWそしてこのこ

とわり(法)を悟って，考察しつつ出家行者は常に心して学ぶがよい。』

キ20(934)b: W (世尊は〕聞き伝えではなく〔自ら〕体得した法を見た。~ (詳細前

記)

この中で第3例 (Sn.878c)は想定された論者の言とされているので，
むずか

味を詮索することが難しい。『大義釈』は例の知く

その意

『この法・見解・行道・修行道を知る者は，法を知り・悟り・見・洞察している，

と~ (yo imarp dh但nm創11di剛山11pat].padarp maggarp janati， so dh祖国larpvedi 組員asiapassi 

pativ出国ti.Nd 1. 2863-5) 20 

とあって，法の意味が限定されていない。@註釈(巧.II. 5542ト 4)にも特段の

説明はい。或いは，ここは一般的な「真実」というよりも，むしろ「この主義」

と解すべき余地もあると思われる。

第1例 (Sn.792c)について， w大義釈』は次のように詳解している。

W i一切諸行(心身の諸潜勢力)は無常である」と真実(法)を了解し領解して， iー

切諸行は苦であるJ" i一切諸行は非我であるJ" i無明の縁から諸行があるJ" 

「行の縁から識(認識)があるJ" i識の縁から名色(心身)があるJ" i名色の

縁から六処(六感官)があるJ "六処の縁から燭(接触)があるJ " i燭の縁から

受(感受)があるJ" i受の縁から愛(渇愛)があるJ" i愛の縁から取(取著)

があるJ" i取の縁から有(生存)があるJ" i有の縁から生(出生)があるJ" 

「生の縁から老死があるJ" i無明の滅から行の滅があるJ" i行の滅から識(認

識)の滅があるJ" i識の滅から名色(心身)の滅があるJ" i名色の滅から六処

(六感官)の滅があるJ" i六処の縁の滅から燭(接触)の滅があるJ" i蝿の滅

から受(感受)の滅があるJ" i受の滅から愛(渇愛)の滅があるJ" i愛の滅か

ら取(取著)の滅があるJ" i取の滅から有(生存)の滅があるJ" i有の滅から

生(出生)の滅があるJ" i生の滅から老死の滅があるJ" iこれが苦であるJ" 
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「これが苦の集起〔の因〕であるJ " iこれが苦の滅であるJ " iこれが苦の滅に

到る道であるJ" iこれらが漏(煩』随)であるJ" iこれが漏の集起〔の因〕であ

るJ" iこれが漏の滅であるJ" iこれが漏の滅に到る道であるJ" iこれらの諸

法は悟るべきであるJ" iこれらの諸法は了知すべきであるJ" iこれらの諸法は

断ずべきであるJ" iこれらの諸法は修習すべきであるJ" iこれらの諸法は体現

(現証)すべきであるJ" i六燭処(眼・耳・鼻・舌・身・意)の集起と帰滅と楽

味と過患と出離J " i五取撞(色・受・想・行・識)の集起と帰滅と楽味と過患と

出離J" i四大種〔元素J(地・水・火・風の)集起と帰滅と楽味と過患と出離J

" rおよそ何でも集起する性質(法)があるものは，すべて滅する性質(法)があ

る j と真実(法)を了解し領解して。~ (sabbe sa此haraanicca ti samecca abhisamecca 

dhammarp ; sabbe saIikhara dukkha ti " sabbe dhamma anatta ti" avリIja-paccaya

saIikhara ti " sankhara-paccaya vmnanan ti " vinn句a-paccaya nam紅upan ti " 

n加訂upa-paccayasal-ayatanan ti " sal-ayatana-paccaya phasso ti " phassa-paccaya 

vedana ti " vedana-paccaya taポlati " tru;tha-paccaya upadanan ti " upadana-paccaya 

bhavo ti" bhava-paccaya jatI ti "jati-paccaya j紅a-m訂al).an ti " av詰ija-nirodha

sa白khara-nirodhoti " sa白khara-nirodhavinn加a-nirodhoti " vi品加a-nirodhanama-

rupa一回rodho ti " nぉna-rupa-nirodha sal-ayatana-nirodho ti" sal-ayatana-nirodha 

phassa-nirodho ti " phassa-nirodha vedana-nirodho ti " vedana-nirodha ta早ha-nirodho

ti " tru;tha-nirodha upadana一nirodhoti " upadana-nirodha bhava-nirodho ti " bhava-

出 odhajati-nirodho ti " jおi一山odhajara-marru;ta-nirodho ti " ; idarp dukkhan ti " 

ayarp dukkha-samudayo ti " ayarp dukkha-nirodho ti " ayarp dukkha-nirodha-gお国ni

patipada ti " ; ime asava ti " ay紅11asava-samudayo ti " ayむ11asava-nirodho ti " ay叙P

asava-nirodha-garninI patipada ti" ; ime dhamma abhin負eyya ti " ime dh創nma

parinneyya ti " ime dhamma pahatabba ti " ime dhamma bhavetabba ti " ime dhamma 

sacchikatabba ti " ; channarp phassayatananarp samudaya白caa柑laIi-gamanca assadan ca 

adinavan ca nissaral).an ca " ; pa負cann創11upadana-kkhandhanarp samudayan ca a仕han-

gama負caassadan ca adinavan ca nissara平anca " . catunn但11maha-bhutおlarpsamudaya負

ca atthaIi-gama白 caassadan ca ad加avanca nissarru;tan ca " ; yarp ki負cisamudayaー

dhammam sabbam tam nirodha-dhamman ti samecca abhisamecca dh釘nmanti. Nd 1942ー

955) ("は下線部の同文の繰り返しを示す。)21 

ここには， 一切諸行(身心の諸潜勢力)の無常・苦・非我なること，十二縁起
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(32) 村上真完

の生観と滅観，四諦，漏(煩悩) ・漏の集起〔の因〕 ・漏の滅・漏の滅に到る

道，悟るべき法・了知すべき法・断ずべき法・修習すべき法・体現(現証)す

べき法，六鰯処，五取謹，四大種の真実(法)，を了解し，最後に「およそ何

でも集起する性質(法)があるものは，すべて滅する性質(法)がある」とい

う真実(法)を了知するというのである。ここには法の一覧表が全部省略なし

に示されているのである。ここに有情の存在・生存を可能にしている諸法(諸

要素)を知るとともに，それら諸法の中にある真実(法)をよく知るというの

である。その真実とは真実の在り方であり，ことわり(理)である。その理(こ

とわり)は一覧表にあるように，いろいろであるが，最後に挙げられるのは，

縁起や四諦の示す因果の理である。⑥註釈 CPj.II. 5272日)は，単に四諦の法

(真実)と解して次のように言う。
ヴェーダ

『しかし最高の真実(第一義)を知る阿羅漢は四道の智という聖智によって，四諦

の法(真実)を領解して，と〔いう意味であるJ0 ~ (param'attha-vidva ca ar油孟catuhi 

magga-品。a-vedehicatu-sacca-dhammarp. abhisamecca ti) 

第2例 CSn.856b) について， w大義釈』は例の如く

n一切諸行(身心の諸潜勢力)は無常であるj と知って，知り・考量し・知りつ

くし・明らかにし・明瞭にして，……「一切諸行は苦であるJ，i一切諸法は非我で

あるJ，……「およそ何でも集起する性質(法)があるものは，すべて滅する性質

(法)がある J と知って……~ (sabbe sankhara anicca ti白tvajanitva tulayitva tIray江va

vibhavayitva vibhutarp. katva， sabbe sankhara dukkha ti... sabbe dhamma anatta ti...pe... y紅p

kinci samudaya-dhammarp. sabbarp. tarp. nirodha-dh創町nanti natva.... Nd 1.24511-5)22 

と述べている。この省略部分は先のSn.792の義釈 CNd1942-955) で見たよう

に，法の一覧表を含み，縁起や四諦の理等を示すのである。⑥註釈は，その意

味を要約して，

『無常などの在り方によって真実(法)を知って~ (aniccadihi akarehi dh組 rmarp.natva 

巧.11.5503-4)

という。ここは色等の諸法(諸要素)が無常であり，苦であり，非我である等

という真実(法)を知って，という意味であるはずである。

第4例 CSn.933a) について， w大義釈』は次のように法を2種に註解してい

る。

『ことわり(法)を悟って，考量し，知りつくし，明らかにし，明瞭にして，とこ
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のようにいうのも，このことわり(法)を'悟ってである。或いはまた，正と不正と，

〔善業〕道と不〔善業〕道と，有罪と無罪と，劣と勝と，黒と白と，識者に非難さ

れると識者に賞讃されるとの法(善悪等相対立する各事項)を悟って， "とこのよ

うにいうのも，この法(善悪等の事項)を悟ってである。或いはまた，正しい行道・

随順する行道・無敵の行道 (Vri矛盾した行道・意義に随う行道〕 ・法に随う法の

行道・諸戒について完全に行うこと・諸感官(根)において門を護ること・食事に

おいて量を知ること・覚醒に従事すること・正念正知・四念処。四精勤・四神足・

五根・五力・七覚支・八支聖道，及び浬繋と浬繋に到る道という法(修行法とその

目標たる悟りの境地)を'悟って， "と。~ (dhammal1l an踊 yajanitva加layitvat註ayitva

vibhavayitva vibhutarp. katva ti. Evam pi etan ca dhammam a白色aya.Atha va s創nanca 

visaman ca pathan ca vipathan ca savajjan ca anavajj姐 cahIn組 cap叫政組 cakal).han ca 

sukkan ca vi白色白-garal姐ta負cavinnu-pasattha負cadhammmp annaya " ti. Evam pi eta白ca

dhammam a白負aya.Atha va samma-patipadarp anuloma-patipadarp. apaccanIka-patipadarp. 

( + Vri viruddha-patipad仰組vattha-patipadarpJdhamm加udhamma-patipad仰 silesu

paripura-karitarp. indriyesu gutta-dvaratarp bhojane matta-nnutarp jagariyanuyogarp. sati-

sampajannarp.， ca仕aro sati-pa耳hane ca仕aro samma-ppadhane cattaro iddhi-pade 

panc'indriyani panca balani satta bojjhailge ariy叫1atthailgikarp. maggarp.， nibb如 anca 

nibbana-g街凶ninca patipad創pdhammarp. annaya " ti. Nd 1.39815-30) 23 

この偶 CSn.933a)の法を私は初めに「ことわり」と解したが，この義釈の最

初の解釈は，行為や人品の属性の善悪・正邪・勝劣・賛否等と相対立する事項

(行為や属性)を列挙しながら単数で扱っている。次の解釈では種々の修行道・

修行法を列挙し，修行が目指す目標である悟りの境地(浬繋)とそこに到る修

行道とを加えて，しかも法を単数で扱っている。上に示された内容が複数であ

るが，偶の単数の法の解釈であるから，単数として扱われたのであろう。⑨註

釈は，一切の議論を省いて，ただ簡単に，

『全てこの上述の法を知って~ (sabbam etarp. yatha-vutt仰 dhammarpnatva.巧.11.

5658) 

という。これによれば，この経でこれまで説かれてきた出家行者の修行法，少

欲知足の生活法や心掛けが法と呼ばれたとも考えられる。しかしそこにはそう

いう修行と心掛けによって悟りの境地に入るという・因果のことわり(理)も

示されている。
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(34) 村上真完

第5例 (Sn.934b)について， w大義釈』には法の説明はないが， i体得した」

という意味を詳解している。

W (C自ら〕体得した法〉とは，こうで、あったそうだという噂によるのでもなく，伝

聞によるのでもなく，伝承によるのでもなく，蔵経の習得によるのでもなく，考察

を原因とするのでもなく，思考法を原因とするのでもなく，在り方(形相)の詮索

によるのでもなく， (他の〕見解の受容・認容によるのでもなく，自ら自分で覚っ

た・自分で直接体験した法を見た・観た・視た・洞察した，と~ (Sakklu-dhanunan 

ti na itihItih創p.na iti-kiriyaya na p紅創nparayana pitaka-sarnpadaya na takka-hetu na 

naya-he加 naakara-parivitakkena na ditthi-n詰ijhana-はhantiyasam抑 sayarnab面白白atarp.

a民a-pacc紘kha-dhammarp.addasi add北khiapassi pativ詰~hïti. Nd 1.40011-16) 24 

これは先に見た Sn.1053b の「伝え聞きではない」についての『小義釈~ (Vri 

Nd267)の解釈と同じ意味である。ともあれ，ここの法というのは，仏自身が

身をもって体験して得たことであって，単なる伝聞や頭の中で思案し構築した

だけのようなことではないというのである。そういう体得した法というのは，

いろいろな修行法や心掛けというだけではなくて，そういう修行や心掛けに

よって悟りの境地が得られるという根本的な因果(因縁生・縁起)のことわり

(理)であり，さらにまた倍りの境地であろうと思われる。そのような「こと

わり(理)Jという意味において単数で示される法は，仏の教え(仏法)の核

心であろう。しかしそのような理(法)は，輪廻再生を繰り返すと信じられた

有情(ひと)の存在・生存を可能にしている現象的な諸構成要素・諸条件等を

意味する諸法の中やそれらの聞において成立しており，ひとの智慧によって認

め知られるのである。註釈類の解釈が一義的ではないのも，そのためであろう。

この第4章(義品)において，上述のような意味で存在の諸要素(諸法)を

示している偶は少ないが，第16経 (Saripu仕a-sutta，舎利弗経)の第21偶=終

偶 (Sn.975)が，その用例と判断できる。この経は仏を讃美してから，樹下や

洞窟に住む出家行者の危難や修行・生活法・心掛けを尋ねる舎利弗に懇切丁寧

に教える仏のことばからなる。この結びの偶はこうである。

『これら諸要素(法)に対する欲をば，出家行者は念を備え，よく心解脱して，調

伏するがよい。時に彼は正しく法(理)を考察しつつ，彼は専ーとなって閣を打ち

破るように，と世尊は〔説いた〕と。~(的sudhammesu vineyya chandarp.， bhikkhu satima 

suv加lU仕a-citto; kalena so samma dhammarp. p訂iv面laIp.sarnano，ekodi-bhuto vihane 
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ぬmarp.so ti Bhagava ti， Sn. 975) 

初旬について『大義釈』は，

(35) 

W(これら〔諸要素(法))に対する〉とは，諸色・諸声・諸香・諸味・諸鰯に対す

る~ (etesn ti而pesusaddesu g佃 dhesurasesu photthabbesu. Nd 15075) 

といい，五官の対象を挙げている。これらは我々が存在の諸要素(諸法)など

と呼んでいるものの 1部である。第3句については，

W r一切諸行は無常であるjと正しく法(理)を考察しつつ， r一切諸行は苦であるJ

と" r一切諸法は非我である」と N ……「およそ何でも集起する性質(法)がある

ものは，すべて滅する性質(法)がある」と，，~ (‘sabbe s祖kharaanicca'ti samma 

dhammarp. parivimarp.s但nano，‘sabbesarikhara du】ckha'ti"‘sabbe dhamma ana凶 'ti"… 

pe…‘yarp. ki白cisarnudayaーdhammarp.sabbarp. tarp. nirodha-dh細目nan'ti "， Nd1508お-

5095)25 

と述べている。ここには法の一覧表の省略版が示される。註釈は，

『そこで(これら〔諸要素(法))に対する〉とは色等に対する。(時に彼は正し

く法(理)を考察しつつ〉とは，その出家行者は， r心が浮わついている時は定(心

統一)の時であるj云々という仕方で，およそこの時が説かれているのだが，その

時に，一切の有為法を無常等の意趣によって考察しつつ~ (tattha etesn ti而padisu.

kalena so samma dhammatp. parivimatp.Samano ti so bhikkhu yv-ayarp. 'uddhate citte 

sarnadhissa kalo' ti-adina nayena kalo vutto， tena kalena sabbarp. sarikhata-dhammarp. 

aniccadi-nayena parivimarpsarnano.巧.II. 57421勺

という。これは法の一覧表の最初だけを示したもののようである。この法はこ

れまでも述べたように，理，ことわり，真実の在り方であるが，その理という

のは，色等を始め，我々の存在を可能にし，我々の存在を構成する現象的な諸

要素(諸法)の中で成立しているのである。

これらの経を含むSn第4章は，各自に見解を構え，主義主張を立てて争う

ことを誠め，さらに辺部の樹下や洞窟に住む質素で厳しい出家修行の修行道や

生活法や心掛けを詳しく教えている。いわばこの章は修行者の心得帳のような

内容から成っている。この点は端的に輪廻からの超越を示す次の最終章とは大

いに異なっている。
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B Sn. V (彼岸道品)における法の用例

この章は前章とは異なって序偶 (Sn.976-1030) と，バラモン学生16人の

一人一人と仏との対話の偶 CSn.1031-1123) と，短い散文と結びの偶 (Sn.

1124-1149)から成る。序偏に対しては『小義釈 (Nd2) ~は註解を加えてい

ないので，一般に後の成立と考えられている。各学生との対話は何れも短く殆

どが数億を出ないが，世尊はそれぞれ問いに応じて簡単に修行の要点を教え，

輪廻(生老)を超えた解脱の境地(彼岸)に到る方途を指し示している。この

章の法の主な用例はすでに先にも見たが，主義主張を意味する法の用例はない。

この章の説くところは前章とは殆ど異なるので，内容から両章の新古を論ずる

ことは難しい。

この章の法の用例の中で特徴的なものの大半は，すでに中谷説の批判のとこ

ろで見たきた。そこで、分かつてきたことを整理して確認して見たい。

まず法とは，問い尋ねられ教えを請われる「仏の教えJであるとともに，仏

が自ら体験した「ことわり(理)Jを意味すると考えられる用例 CSn.1052f=

1057d= 1075d= 1102d)がある。これは「浬繋の法と浬繋に至る修行の法J(巧.

II. 5911) とも註解されている。 Sn前後の文脈と@の伝統的解釈 (Nd2，巧.II， 

Nd
2
A)から，その教えは修行の方法や心掛けのようであるが，それだけでは

なくて，そういう修行と心掛けによって悟りの境地に到り，輪廻を超越すると

いう，因果の理(ことわり)までをも意味していると考えられた。

次に「一切の諸要素(諸法)Jといって存在・生存の諸要素(諸法)を意味

する例 (Sn.1076c) がある。これについて『小義釈~ (Nd 2Vri 100)は， i一切

の諸法(要素) ・一切の謹(集合体:身心の要素:色・受・想・行・識) ・一

切の処(眼等，色等という認識領域) ・一切の界(限界・眼識界・色界等とい

う認識要素) ・一切の趣(輪廻の境遇) ・一切の出生・一切の結生・一切の有

(生存) ・一切の輪廻・一切の転生」と諸法(諸要素)を列挙している。有情

(ひと)の存在をこのように現象的な諸要素・諸属性に分析して把握する考え

方が，Snの最古層のこの偶において示唆されている。それら諸要素(諸法)

をめぐる・そういう考え方は，Snの最古層以外の散文資料(経・律)におい

て始めてより明確になるのであって，この問題は次節でも取り上げたい。

また同様に「一切諸法の奥義をきわめた(一切諸法に通暁した，一切諸法の

彼岸に到った)方にJ(paragmp sabba-dhamm加 am，Sn.ll05c=1l12c)という
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語句がある。これについて『小義釈~ (Vri Nd 2 140)は，一切諸法(存在の諸

要素)についての智に通暁し，修行の諸階梯に通暁し，最後に浬繋に達し，再

生輪廻がないと，結んでいる。ここでは修行と浬繋もまた諸法に含まれるので

ある。

先にも触れたように，近刊予定のおと巧との索引辞典には，Snにおける

法のほぼ全用例を分類して和訳とともに示したが，今はそれらを再検討して来

た。それでもなお再考し尽くしたとは言えないかも知れない。けれども，紙幅

を'障り，また労を惜しんで，以上見てきたような特徴を確認したところで，次

の問題に移りたい。

羽 Snの最古層と散文経典との前後関係一一予備的考察

Sn の最古層が『義釈~ (Nd1， Nd2) が註解した最後の2章であることには，

異論はない。その2章の内でどちらが古いかについては，決着がついていない

ように思われる。 Snの最古層が最古の仏教資料か。それも確定的なことは，

よく分からない。目下のところこのような問題に深く立ち入る用意は充分でな

いお。

ここで考えたいのは，最古層の仏教資料(経典)と考えられているおの最

古層と散文資料(経・律)との前後関係は，どうなるのかという問題である。

同時に上来Sn最古層における法をめぐる考え方とそれについての筆者の理解

を，散文資料(経・律)における所説と比較考察することを通して明確にした

い。

仏教の初期の思想を見出すために，ひたすら古いと考えられる韻文資料を主

として，散文資料を新しい後代の資料とみなして，二次的に考える。このよう

な研究法を採用している向きも少なくない。そしてSnの第4章と第5章から

知られる考え方や生き方を最古の仏教であると考えようとする。このような手

法について筆者は早くから疑問に思っている。散文資料の中にも古い伝承が含

まれているのではないのか。韻文資料の中にも新しい創作による増広や古い伝

承の改変があるのではないのか。という問題である。

さらに詩歌(韻文資料)だけで人々を説得できるのか。教え(思想、)を的確

に伝達し得るのか。詩歌だけでその教えを正確に受け取ることができるのか。

よく理解できるのか。こういう疑問もある。確かにインドにおいては，詩(偏)
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をもって思想書や論書を著作する伝統もあったが，その理解のためには註釈書

が作られきたのである。これは註釈なしでは詩の真意が理解しがたいことを物

語っている。 Snの最古層の韻文にも早い段階で註釈 (Nd1，Nd
2
) が作られた

のもそのためであろう，と筆者は考える。

実際にSnだけを読んだのでは，的確な意味が容易に分からないだけではな

く，いろいろな解釈の余地があって，判断に迷うことになる。そのことは

dhamma (法)という 1語をめく守って，中谷と筆者の理解の相違においても，

示されたのである。上来のように⑥の伝統説を踏まえた我々のような法の理解

でよいのか，ということをさらに散文資料によって吟味し確認しなければなら

ないのである。

韻文資料だけで最古の仏教を知ろうという研究だけでは，仏教が自然発生的

な宗教ではなくて，沙門ゴータマと呼ばれた開祖の独創的な思想、とその教化に

始まり，その教えに感化された多数の弟子達に受け継がれてきたことに由来し

たということが，分からないことになる。

成道も初説法(初転法輪)も弟子達のl帰依・入門(出家)も，教団の成立も，

それらの順序・次第も，Sn最古層だけでは何も分からない。聖典の韻文資料

だけでは分からないのである。それは経と名づけられている資料(経蔵)だけ

からでも，よく分からない。教団の規律と運営法に関わる伝承である『律』

(Vinaya，律蔵)の伝承を待たなければ，殆ど分からないのである。

いま二つの選択肢を仮定して考えてみよう。

まずおの最古層がまとめられた時には，仏の成道も初転法輪も教団の成立

も伝承されることがなく，従って殆ど誰にも知られていなかったのであろうか。

もしそうなら，成道も初転法輪も教団の成立もわからない或る時に，ゴータマ

と呼ばれ世尊と称される人が語ったと伝えることばを，まとめた詩句集が，Sn 

の最古層であると考える外はあるまい。そうすると成道も初転法輪もその後に

できた話となるのであろうか。教団の成立もその後の出来事となのであろうか。

確かにお.v (彼岸道品)は他の伝承とは隔絶している。これは16人のバラ

モンと仏との対話であるが， 16人の名は Ajita以外は他において殆ど知られて

いない。 16人とも仏に帰依し出家したように語られているが，その名は仏弟子

の名簿の類の伝承中には見当らない。また対話が行われたという PasaI:taka廟

(cetiya，霊場)もまた他に知られない場所で、ある。仏教教団の存在も序偶 (Sn.
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1015)を別とすれば，殆ど示唆されていない。この章の成立には多くの謎がひ

そんでいる。この章の原型ができた時には，まだ教団も形を成していなかった

のか。初転法輪と称される出来事の伝承もまだ、始まっていなかったのか。

それは筆者には考えられない。世尊は覚者としてそれぞれの間いに応じて，

輪廻再生を越える教え(法)を的確に示している。この章は「彼岸道Jの名の

ように，輪廻(生老)を超えた解脱の境地(彼岸)に到る方途を指し示し，そ

のための修行法や心掛けを簡単に説いている。この章の末尾近くに

『ちょうど、ヴアツカリが〔仏に〕信を寄せていたように，またバドラーヴダやアー

ラヴィ・ゴータマのように，まさに同じように君も〔仏に〕信を寄せよ。君は，ピ

ンギヤよ，死〔神〕の領域のかなたに行くであろう。~ (Yatha油uVakkali mutta-saddho 

Bhadravudho Alavi-gotamo ca ; evam eva tvam pi p鉱nuncassusaddham 

gamissasi tvarp. Pingiya maccudheyyassa pararp.. Sn. 1146) 27 

とある。このヴァッカリは病苦に悩み，世尊の見舞いをうけた後に自死したと

いわれる (S. llI. 119 -124)比丘を指すと思われるお。バドラーヴダは16人の

バラモンの 1人。アーラヴィ・ゴータマは他に知られない。ともあれ，ここに

も仏弟子の存在が知られているのである。この前後の偏には，ピンギヤは世尊

が正覚者であると詠い， rこの〔私〕はますます信じます (Esabhiyyo pasId加止

Sn. 1147a) Jと言っている。仏の成道・初説法・弟子達の存在がやはり暗黙の

前提になっている。この章も初説法等の伝承よりも古く遡るわけはなさそうで

ある。

またSn.IV(義品)の最後の第16経は，舎利弗が偶をもって問うのに答えて，

世尊が述べたという侮から成り立っている。舎利弗が目連とともに仏に帰依し

て出家したのは，教団の成立の途中の出来事と伝えられ，またこの 2人は仏の

高弟と目されるが，仏の入滅に先立つて亡くなったと伝えられている。このよ

うな散文資料の伝承を考慮すると，これが最古の仏教資料であるというような

仮定はほぼ事実に反すると思われる。

次の仮定として，Snの最古層が作られた時には，成道も初転法輪も教団の

成立も，伝承されて広く知られていたとするならば，どうであろうか。そう仮

定するということは，Snの最古層の作成とその伝承は，仏の成道と初転法輪

を始め教団の成立を語る散文の伝承よりも新しく，最古の仏教資料ではありえ

ないということに外ならない。そしておの最古層のような韻文資料は教団の
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に作られた，という推定を可能にするであろう。
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またSn.IV.10経から同14経までの5経は対話の形をとっているが，質問者

の名は出ていない。その 5 経について『大義釈~ (Nd1210て2117，25812，26517， 
28710，30612，34416.26，365りは，何れも化人(化身nimnuta)の問いに世尊が答え

ていると解している。 Sn註 (Pj.II. 54817， 5515¥ 55416， 55720， 5624) も，

5経は，疑問をかかえた神々の心を知って世尊が化仏 (nimmita-buddha)

て自分に質問させて説いたのであるという。化仏との対話という形で，神々

の大集会 (maha-samaya) において神々に説法したというのである。

それらの

をし

(devata) n私はこれまで見たことがないJと尊者舎利弗。「或いは誰にも聞いたことがない。

すなわち，このように妙なることばを語る師が，兜率〔天〕から衆の主として来られたとはJ]

w (世尊は〕その同じ〔神々 の〕大集会において， rさあ，一体，身が議〈れる(死ぬ)

前に，何をなすべきか」という心が起こった神々の心を知って，神々への恵みのた

めに， 1250人の比丘に固まれた化仏をば，空を通って連れて来て，その〔化仏〕を

この経(死前経Pura-bheda-sutta)を述べた。](evam 

tasmi:rp yeva maha-samaye‘恒:rpnu kho pura sarIra-bheda kattabban' ti uppanna-cittana:rp 

devatan抑制御前tvatasa:rp anuggah' attba:rp aclclha-teJasa-bhikkhu-sata-parivara:rp 

nimmita-buddha:rp akasena anetva tena at伽抑 pucchapetvaima:rp s凶 amabhasi.巧.II. 

54818-23=Nd 1 A. 3159 -13) 

というのである。@註釈文献における化仏への言及は，化仏(或いは分身③

nin凶ta)がしばしば登場する大乗経典の説法の情景を想起させるへ尤も『大

義釈~ (Nd 1)では単に「化人(化身出mmita)Jというに過ぎないが，それも

仏の超能力によって現出すると信じられた不可思議な存在である。それはお

の本文には出ていないが，程なくしてそういう解釈が現れたのであろう。その

ような解釈を導くどういう要因がこれらの経にあったのか，筆者にはよく分か

仏の成道から初転法輪，主要弟子の帰依・入門出家を経て，教団が成立する

までの出来事(仏伝・最初期教団成立史)は， w律~ (Vinaya)の伝承に含まれ

ている。『律~ (律蔵)とは，教団(僧団と尼僧団)の成員の規則(戒律)と教

団運営法等を集めた伝承の集合体であって，複数の部派の律蔵が現在まで伝え

られている。そして諸部派における伝承の相違がある。諸伝承の比較対照研究

から古い伝承の核を求める可能性を考えたい。

らない。

eva:rp vaggu-vado sattha， Tusita gaI).i-m-忌gato，Sn. 955) 

と。『大義釈~ (Nd 1446 -7)も，Sn註(巧.II. 571)も，この偶は，世尊が三

十三天に上って滞在した後に，宝珠製の階段によってサンカッサ (Sank:assa，

僧迦舎)都城に降下した際に，舎利弗が最初に世尊を礼拝したという・その時

に，説かれたという。そしてこの終句は，世尊が兜率天からこの世に来生して

母胎に入られたことを意味するという。偏にはサンカッサを示唆する語はない

が，兜率天は明言されている。世尊(釈尊)が兜率天から降下して来生された

という物語は，②資料では，詳しくは『ジャータカ(本生)註(Jatakattha-vaI).I，lana，

J. I) ~の序「因縁物語 (Nidana-kathã)Jの「遠くない因縁 (avidure-nidana，J. 

1.47-53) Jを待たなければならないようである。しかし仏になるべきお方(=

菩薩)が兜率天より来生するときには，広大な光明が現れ (A.II. 13022-26=D. II. 

126-η，または大地が震動する (D.II. 1089-13=A. IV. 31230-133)と，定型文

で繰り返されている。そして過去のヴィパッシン (Vipassin，毘婆戸)仏の物

その時に大光明が現れるのは， rそれは法性(きまりであること

dhammata esa)である」と述べている (D.II. 126 -10) 290 

『増支部経典 II~ (Ahguttαra-nikaya， A. II. 4535) は，

(na me dit!ho ito pubbe， icc ayasma Sariputto， na suto uda kassa-ci ; 

して自分(世尊)に質問させて，

語では，

oo 

n
u
d
 

戸

H
U

『彼岸道〔品〕のプンナカの問いにおいて説かれた](bhasitarn Parayaoe Puooaka-

といってSn.1048を引用しているから，その部分はお.V (彼岸道品)よりも

しかしSn.IV (義品)は，逆にA.II等の兜率天に言

n
u
d
 

n
u
d
 

F
h
u
 

成立を語る散文資料よりも後の成立になるであろう。成道から教団の成立まで

を語る伝承は，散文主体の伝承である。初転法輪から最初期の弟子達の帰依や

入門出家の物語は全く散文だけの伝承である。成道・究天勧請・魔との対話等

や舎利弗・目連の帰依・入門出家の段には，確かに少数の偶が伝えられてはい

るが，それらの偶だけでは話の全体の筋が分かるのではないから，散文の伝承

も偶と併行していたと想定されるであろう。このようにSnの最古層は，成道

から教団の成立までを語る散文の伝承を予想するといってよいであろう。この

章の最後の第16経 (Sariputta-sutta)は次のようなことばで始まっている。

panhe) 

遅い成立と考えられる。
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w w律~ r大晶j巻初(仏伝)と Snの最古層との関係一一イ云承の古い核
筆者はこれまで，⑨『律』の「大品」巻初を軸として，法の意味を確認する

とともに，仏の成道から教団の成立までの諸伝承の考察を進めて，そこにおい

て古い伝承の核とはどんなものであるのか。散文の方に重要性があるのか，そ

れとも韻文の方が重要な伝承の核となっているのか，ということをも考えて来

た。いまはその成果を踏まえながら，Snの最古層における法の意味の問題と

繋げたい。「大品」によると，仏の成道から教団が成立する次第は次のようで

ある。

I 成道直後の世尊の言行

a 十二縁起の観察・感懐の偶/(以上，村上2006I諸法考(l)J/b バラモンと

の対話・感'懐の偶/C 龍王の庇護・感懐の偶/d 二商人の帰仏

H 究天勧請

a 世尊の説法遼巡/a2 世尊の説法遼巡の偶/bl 究天勧請/b2 楚天勧請の偶

/Cl 世尊の応諾と世間観察/C2 世尊の応諾の偶(以上，村上2007bl諸法考(2)J)

田初説法の前段

a 説法の相手についての思案/b 乞食行者ウパカとの避遁と対話;世尊が一切

知者・勝者であると宣言する偶/C 五比丘との再会と信頼獲得

IV 初説法(初転法輪)

a 両極端(二辺)を離れた中道:八正道/b 四諦/C コンダンニャ等の開眼

と受具足戒/d 五撞非我説(無我相経) (以上，村上2008bI諸法考(3)J)

V 教団成立への道程

a ヤサの出家と受具足戒/b ヤサの友人達の出家と受具足戒/C 60人の派

遣・伝道/d 魔と備による対話/e 具足戒授与法式設定/f雨安居中の教え，

魔と偏による対話/g 30人の遊び仲間の出家と受具足戒/h 火を祖るバラモン

3迦葉とその衆の出家と受具足戒/i 象頭山における「一切(十八界)は燃え

ているJという説法/j 王含城におけるマガダ王の訪問，世尊とウルヴェーラ・

カッサパ(優楼頻螺迦葉)との偏による対話，王の帰依，帝釈天の説く偶，王に

よる供養と竹林寄進/k アッサジ(馬勝)の説く偶(縁起法頒)を機縁にして

舎利弗と目連の出家と受具足戒/1 人々の非難の侮と世尊の反論の偶(以上， I諸

法考(4)J予定) 以下省略)

以上を見ると，初説法の段には偶がないが，他には処々に2，3の偶が含ま
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れていることが分かる。偶を含まない初説法の伝承が新しいのか。そうとは言

えないことは種々の点から論じてきた。そして諸伝承の中に古い伝承の核を求

めていくと，極少数の韻文にもまして，多くの散文資料の重要性が明らかになっ

てくる，というのが筆者の到達したところである。それらの要旨を法の問題と

ともに示してみよう。

まず成道直後の縁起の観察を見ると，十二縁起の示し方は全く定型文から成

り@聖典内では殆ど例外がない。筆者は十二縁起の確立以前に，もっと単純・

簡単な縁起説(五支縁起，十支縁起等)から始まって，十二縁起に発展する過

程を辿ることに努めてきた。③や漢訳の伝承に見られる十二縁起の説き方は⑦

とは僅かに異なる散文の定型文を伝えているが，意味の変更は殆ど見られない310

諸伝承の間で十二縁起の支分の名称にも順序にも相違はない。しかしその後(ま

たは途中)の世尊に帰せられる感懐の侮の伝承には，変更や増広が見られる。

@の伝承では下のような3偶がある。

Wl熱心に膜想するバラモンに，まことに諸の法が明らかになる時，そのとき彼の

疑いは全て消えうせる。なぜなら〔彼は〕因を伴う法を覚るから (yada have 

patubhavanti dhamma atapino jhayato brahma早assa，ath' assa k油khavapay佃 tisabba， 

yato pajanati s油e加-dh祖国1叫1)。

2 (初3句同文)，なぜなら〔彼は〕諸々の縁の滅を知ったから (yato khayarp. 

paccayanarp. avedi)。

3 (初2句同文)， (彼は〕魔軍を破って立つ。あたかも太陽が空を照らすように

(vidhupayarp. ti符h前imara-sen抑， suriyo 'va obhasayam組 talikkh仰)0 JI (Vin. 1. pp.2 

-3， Ud. pp.1-3) 

この3偶は確かに他の伝承 (Mν.II. 41616-41712， Ii五分律』巻15，T. 22. 102c 

-103a)にもあり，かなりによく一致している。しかし根本説一切有部等の伝

承(Ii破僧事』巻5，T. 24. 123cl4 -124b7， CPS. ID. pp.432-43413， SBV. I. 11619 

-119
4
， Ii雑阿含』巻15(369) : T. 2， 101bc)では7備に増広されている。

この段においては散文と韻文とが一緒に伝えらているから，両者の新古を論じ

ることは適当とは思われない。第1の偶の「諸の法」は，散文で示された十二

縁起の観察と結び、つけれれるから，その縁起を構成する諸支分であり，それは

同時に輪廻の存在にある人間の存在を可能にし，またその存在を構成している

諸要素ともいえよう。しかし註釈はこれを〔三十七〕菩提分法，または四諦の
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法と解している (VinA.V. 95418勺。これは理解しにくい。なお上の偶は仏を

バラモンと呼んでいる。この呼称が修行の完成者(阿羅漢)を意味しているこ

とは，Sn最古層 (Sn.790， 802)でも見たところである。

党天勧請の段には，散文と偶とが交互に出ており，その大雑把な全体の趣旨

は一致するけれども，細部においては，別稿で詳細に比較してみたように諸伝

承の間の相違は少なくはない。例えば最後の世尊の応諾の備を取り上げてみる。

その偶は⑨ (Vin.1. p.74ー 7=S. 1. p.13822-5 =M.I. p.16924ー 7=D. II. p.3921-4) では，

『彼らに不死(甘露)の諸々の門が聞かれた。

凡そ誰でも耳ある人達は，信を発こせ(寄せよ)。

[私は自ら]煩わしさ(傷つくこと)を想って，よく知っている

巧妙な法をば，人々に説かなかったのだ，楚天よ，と。』

(Ap訂utates釘11amatassa dvara; Ye sotavanωp創nuncantusaddharp. ; 

Vihil11sa-sa負負1paguI).但11na bhasi (vl.bhasil11) ; Dhammarp. paI).It創11manujesu Brahme ti) 

とあるが，これに対応すべき③資料(Mv.III. p.3193ー 7，CPS. 8.17， SBVI. p.1308-11， 

Lal. p.3193ー7)は，どれも多少異なっている。第 1句には比較的一致する伝承
お

があるが，第2句とは一致する伝承がない。第2句末を「信を発こせ」と解す

べきことについて，筆者は再三再四論及したが， r信を捨てよJと解すること

を支持する資料がなく，筆者の解釈を支持する資料が多いことを示しえたが，
お

正確には偶の「信を発こせJという文句は他の伝承には見つからないのである。

初説法の前段において， @ W律』の「大品」等では乞食行者ウパカとの対話

のなかで世尊は7備をもって応じ，自ら一切知者・勝者であると宣言している

(Vin.I. p.817-Z9， M. 1. p.171 3-15)。この節に相当する諸伝承を詳しく比較検討し

てみると，偶の数が少ない場合は 11易(Dh.353註)，または 2 偶 (W中本起経~)， 3 

偶(五分律』巻15，W破僧事』巻6)から，多い場合では14掲げ悌本行集経』

巻33) さらには18偶 (Udanavargα第21章)もある。このように見ると偶は諸

伝承の中では増広される傾向があり，単語やまた短い語句の変更や，さらに半

偶または4半偶単位で移動し交替する現象があり，また散文が韻文(偶)に書

き換えられる例もある。それらで最もよく共通するところが多いのは，最初の

2偶である。その最初の偶はすなわち，

『私は一切を克服し，一切を知り，一切諸法(生存の諸要素)に染まらず

一切を捨て渇愛が尽きて解脱している。自ら悟って誰を[師と]名指そうか。』
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(sabbabhibhu sabba-vidu 'h細部mi，sabbesu dhammesu anupali仕0，sabban-jaho taゆaー

はhayevimutto， sayarp. abhinnaya kam diseyyarp.. Dh.353，日n.1. p.817-20， M. 1. p. 

1713-6) 

という。しかもこの偶の初3句は多少の変更を伴なって，幾つかの偶と共通で

ある。大衆部の伝承 (Ma的vas臥 Mv)では，仏が故郷を訪ねた時，父王に戸支

や茨や砂利を踏んで足が痛まないのか」と問われて，初3句を上と同じにする

偶を述べている(下線部は上と一致する。以下も同様)。

sarvabhibhu sarva-vidu 'ham asmi s訂vesudharmesu anopalipt功/

sarv抑ーj油e堅旦さ盟avi型性namad:rso sarp.pr司如etivedanall (Mv. III. 1188-11) 
ちがやいばら

最後句は「私のようなものは， (茅や茨や砂利にも〕苦痛を感じないJの意。

Sn:211 には，

『一切を克服し，一切を知り，よく賢く，一切諸法(生存の諸要素)に染まらず

一切を捨て渇愛尽きて解脱している:まさにその方をも賢者達は聖者と知る。』

(sabbabhibhUI11 sabba-vidul11 sumedharp.， sabbesu dhammesu an品pali目白11，

sabba色寸油開1t:aI).haーはhayevimutt伺 1，tarp. v柄 dhIramunil11 vedayanti) 

とある。そしてこの註釈(巧'.II. pp.258-261)はウパカと関係付けて，この偶

を世尊のことばとして註釈し， rその方を」とは世尊自身を指すという。また

『相応部 II~ (21. 10 Theranama) には，一人托鉢に村に入り，一人還り，一人

独処に坐り，一人経行をする独住者で，独住を讃美するー上座比丘をたしなめ

て，世尊が説いた偶に，

Ii'" " "その人を私は独住者という("" " tam油arp.naram eka-viharI ti [b而凶

tiJ) 0 ~ (s. II. p.2843 -6 ， "は上記と同一句を略示する)

次の例の検討は省略するが，このようにここの偶の伝承は最小の単位にまで分

解され，どれが源泉であるのか，容易に分からなくなる。

これに反して，散文の部分の趣旨は諸伝承を通じて変わらないことが多いの

である。今のウパカと世尊との対話の節では③本(CPS.10. 1-2， SBV. 1. pp.13226 

-132
4
) も漢訳 (W破僧事』巻6，W四分律』巻32，W中阿含』巻56羅摩経)も

@伝承と一致する。特にウパカが仏に遇って，仏のお顔が明るく澄み肌が美し

いことを褒め，誰を師とし誰の教え(法)を信奉しているかを問うところは，

逐語的に一致している。ここで，

nまたあなたは誰の法(教え)を信奉しているのですか」と~ (kassa va tvam dh阻 lffiam
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rocesi ti. Vin. 1. p.81¥ M. 1. pp.17037) 

と彼は問う。ここの法とは，確かに教えに違いない。ただここにも示唆されて

いるように当時には，いろいろな教祖が出てそれぞ、れ自分の教え(法)を競っ

ており，誰を師と仰ぎ，誰の教え(法)をよしとして信奉しているのか，とい

うことが彼の関心事だ、ったのである。そんな競われる教え(法)とは，まさに

主義主張でもあるわけであるヘ Snの「義品」において我々が「主義」と訳し

た法の用例にも一致する。そういう点でも，この間いが古い伝承に由来してい

ると想定しても大きくは誤つてはいないであろう。そしてこれに答える世尊の

備は後の作品である可能性がある。しかも「義品Jでは，他と争わず主義主張

を唱え競うことを誠め，また自分を他より勝れているとも，劣っているとも，

同等であるとも思つてはならぬ，と教えている (Sn.918)。それとは対照的に，

ここの備はむしろ，積極的に自己を主張し顕示しているように思われる。

初転法輪の段には偶がないということはすでに触れた。しかしここには古い

伝承に由来する箇所が少なくないと思われる。先ずその前段において説法をし

ようとする世尊に対して， 5人の比丘は「苦行をもっても，超人的の徳性(上

人法)や優れた境地も得なかったのに，いまや精勤を止めて賛沢になったのに，

どうして超人的の徳性や優れた境地を得たのか」と言って，世尊への不信と疑

念を三遍も繰り返し言明する。この五人の心を翻させたのは，世尊が「私が今

より以前にこのように語ったのを，お前達は知っているかJという問いかけで

あった。世尊自身が「私は阿羅漢だ。正等覚者だ。比丘達よ。耳を傾けよ」云々

と三度も宣言したのを，これまでに聞いたことがあるか。今初めて聞いたので

はないかと，言葉の重みを確認させたのである。 3遍反復された言辞にも心を

動かされなかった五人も，経験に訴え実感を呼び覚ますことばには，心を開い

たのである。他の伝承 (CPS.11. 12， SBV. p.1347-8) では，世尊が自分の顔色

や容姿に注意を引き付けるのである。

このようにして始まる仏の初説法の内容は，中道・八正道，四諦・八正道の

教えであり，②『律~ [""大品J等では，五比丘が真実を見る眼(法眼)を得て

入門した後で，五麓非我説(無我相経)が説かれる。『中部 (M.)~第26経「聖

求経」では世尊の説法遼巡・発天勧請から五比丘を納得させるところ (M.1. pp. 

16730-1732) までは， [""大品」とほぼ同文であるが，この後は「大品」の文脈

とは異なる。仏が2人の比丘に教えるときは， 3人が托鉢に行き， 3人の比丘
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に教えるときは2人が托鉢に行き，このようにして6人の衆が命をつなぎ，そ

して 5人は教化されて平安の境地:浬繋を得たという。初説法の実情は後者の

伝承のように，何日も懇々と繰り返し教え諭したことが示唆されている。乞食

する組と学習する組とを分けて，多くの日時を要して，皆が理解するにいたっ

たことを暗示する資料 (M.1. p.l73， W中阿含~ [""羅摩経JT. 1. 778， CPS. 11. 17 

-18， SBV. 1. p.l34， W破僧事』巻6，T. 24. 127c)が，より古い伝承に遡る可能

性が想定される。『律~ [""大品」にも後の方に，

1l'3人が乞食に行って持ってきた[食べ物]をもって， 6人の衆が命をつなぐ (Yam

tayo bhikkhu piI).claya caritva aharanti， tena cha-bbaggo yapeti) 0 ~ (Vin. 1. p.133-5) 

という文がある。これが古い伝承の痕跡と思われる。しかし②『律~ [""大品」

の初転法輪の段は最も統一的に成文化され，型枠に巌った定型文の集積のよう

にも見える。

初説法の最初からコンダンニャの開眼までは， W相応部(正)v ~ (S. 56. 11 
Tathagatena vutta 1 : S. v. pp.420-424， W雑阿含』巻15(379轄法輪経)， T.2.103 

c)等にあり，色等の非我なることを説く部分(無我相経)は， W相応部皿~ (S. 

22. 59 Panca: S.田.pp.66-68，W雑阿含』巻2 (34)， T.2.7c，etc.)等にある。

『律~ [""大品」の初説法の段は断片的な諸伝承(法ニ経)を総合してよく整理

されている。そして③本 (CPS.11. 14-15， SBV. 1. pp.l34-138， Mv. ID. pp.331 

-336)や漢訳の仏伝資料 (W破僧事』巻6，T. 24. 127b-128b， W衆許摩詞帝

京童』巻7，T. 3. 954a， Wf弗本行集経』巻34，811a -813b， W五分律』巻15，T. 

22.104b
24
て『四分律』巻32，788a-789a等)にも相当箇所があって，多くは

色等(五麓)の非我なることを説く説法をも含むのである。これら聖典の文言

は，長期にわたって多くの手を経て画一的に整備されて紋切り型の定型文の集

積に成文化されてきた，いわば公文書に相当するものであろう。そのような資

料の山のなかにも，実は生々しい'情景や事'情が潜んでいるはずである。

初転法輪のJ情景は演劇の一幕か，儀式(法会)のように，隙もなく滞りもな

い。これは後の人々の成文化の努力の結果であろう。当初は世尊を信頼せず， 3 

度も反論する比丘達を教える仕事は，儀式で済んだはずはなく，多くの日時を

かけて延々と法話が続き質疑や問答が繰り返されたに違いない。もし初説法が

実際そのようであったとするならば，そこでは膨大な言説が取り交わされ，そ

の意味がそれぞれに理解され，記憶にも留まり，繰り返し語り継がれたに相違
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ない。成文化の過程は，その逆に要点をまとめた短い文の諸断片から始まって，

集成され整理され，また増広と定型化を経てきたものと思われる。

初転法輪の段が儀式(法会)のように成文化され定型化されているけれども，

その中に古い伝承の核があるに相違ない。初説法が事実あったとすれば，その

説法の内容があったに相違ない。その核は諸伝承の比較対照を介しながらそれ

ぞれの内容の吟味から見出されていくと思われる。ここにはその結果の要点を

示したい。

初説法の最初は，中道:八正道の教えである。この中道(中庸の道)の教え

は欲望追求をも非とするとともに，苦行の放棄を正当とするものである。これ

は，先の五比丘の批判と不信の念に答える内容である。この中道という修行道

は， I大品j等によれば，仏自身すなわち知来によって現に覚られ体得された

のだという。中道の内容をなすのが八聖道(八正道)であるが，その順序と内

容については諸伝承の間に異伝がある。②では「正しい努力(正精進)J とあ

るところが，漢訳 (W雑阿含』巻28，W四分律』巻32，W五分律』巻15等)には

正方便とするものがあり，また諸経典におけるそれぞれの解釈は必ずしも一定

ではない。八正道を詳論するならば，ほぼ仏教の全ての教義と修行道が必要に

なる。その理解のためには仏教の人間観・身心観，心掛け(戒)，生活方法，

多くの修行法等が前提になる。諸伝承において八正道の教えの内容が多様であ

るのは，それが当初には定まっていなかったか，或いは確定したものとして伝

承されなかったのであろう。八正道は四諦の中の道諦の内容でもあるから，初

説法では繰り返し説かれている。

②『律~ I大品j等では，八正道の8項を列挙した後に，四諦の詳しい説明

が示される (Vin.1.p.10， S. v. pp.421-422)。四聖諦(四諦)とは4種の聖な

る真実なる在り方(聖諦訂iya-sacca)であり，苦・苦の集起〔の因J(苦集)・

苦の滅(苦滅) ・苦の滅に到る道(苦滅道duはha-nirodha-gaminipatipada) と

いうそれぞれ聖なる真実なる在り方である。苦 (duはha)は生・老・病・死の

苦と怨憎曾苦・愛別離苦・求不得苦と，生存の諸要素(五取謹=色・受・想・

行・識)をもって生きる苦(五陰盛苦，五取離苦)という。苦集 (duはha-

samudaya)の集とは，縁起説では苦の集まり(苦謹)が生じること，苦の集起

を意味している。しかし四諦説では苦の集起の本になる原因を意味しており，

輪廻・転生の原因となる愛(渇愛)を指している。苦滅 (duはha一回rodha)の
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滅とは，縁起説でも苦殖が滅することに用いられている。以上はいわば五支縁

起の生観と滅観の要旨のようである。苦滅道(duはha-nirodha-g加山ipatipada) 

は本来の縁起説にないもので，八正道であると説明されるお。これはいわば説

明解説型の四諦の説示である。

しかし根本説一切有部系の伝承 (CPS.12.2-13， SBV. pp.1352 -13613， W破

僧事』巻6，T. 24. 127cー 128a8)は異なっており，仏自身の体験と感動を 1

人称で語る・いわば述懐型の四諦の説示が最初にくる。述懐型というのは，い

わゆる「三轄十二行相法輪j である (Vin.1.p.1114
ーへ
S. V. pp.42223_423り。

それを聴いてカゥンディンヤ (Kau将inya，@KoJ:.lQ組員a)には真実を見る眼(法

眼)が開け，神々が宣伝の声を挙げた後に，四諦の説明解説型の説示がある(CPS.

14.1-11， SBV.pp.137-138， W破僧事』巻6，T. 24. 128b)。また説一切有部系

の「轄法輪経J(W雑阿含』巻15(379)轄法輪経，T. 2. 103c， W法蓮足論』巻

6の轄法輪経T.26. 479b，義浮諜『三縛法輪経~， T.2.504a)は，四諦の三轄

十二行法輪の説法のみである。

「三轄十二行相Jとは，私(仏)が四諦を3段階・ 12様に悟ったのであり， 3 

段階に亘って四諦の一々 (3X4=12様)が明らかになったというのである。

その文は，

『比丘達よ。これが苦という聖なる真実の在り方(苦諦)である，と私がこれまで

聞いたことのない諸法について眼が生じた。智が生じた。慧が生じた。明が生じた。

光が生じた。.!I(Idarp du比h創11ariya-saccan ti me， bhikkhave， pubbe ananussutesu 

dhammesu c北白1UIp.udapadi負句創11u. panna u. v当ijau， aloko u.， Vin. I. p.ll， S. v. p.422) 

と繰り返される。「とJ(抗i)以下の類似の語句を連ねる独特の文体は，世尊自

身が悟りの時の心境を語り，その感嘆を表す定型文に整理されている。十支縁

起(生観と滅観)を悟った後 (S.II. p.105ト 5.32-34) にも，十二縁起(生観と

滅観)を発見したときにも (S.II. pp.1 024
ーへ
1110
ーへ
cf.Lal. p.348 1 -3. 16ー18)，こ

の文が繰り返されていたのである。

⑨の伝承では四諦の一々に3段階が配されて(1)苦諦が明らかになった，苦諦

は了知すべきであると明らかになった，苦諦は了知されたと明らかになった。

(2)苦集諦が明らかになった，苦集諦は捨断すべきであると明らかになった，苦

諦は遮断されたと明らかになった。 (3)苦滅諦が明らかになった，苦滅諦は現証

すべきであると明らかになった，苦滅諦は現証されたと明らかになった。 (4)苦
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滅道諦が明らかになった，苦滅道諦は修習すべきであると明らかになった，苦

滅道諦は修習されたと明らかになった，という順序である。

しかし[根本]説一切有部系の伝承 (CPS.12. 11， SBV. p.135
28ーへ『雑阿含』

巻15(379)， T.2.103c， W法撞足論』巻6の轄法輪経T.26. 479b，義浮誇『三

轄法輪経~ T.2 .504a)では， (1)四諦の一々は，それをよく思惟すれば明らか

になる(眼・智・明・費を生ずる)。次に(II)四諦の一々はどう実践すべきか[=

苦諦は了知すべきである。苦集諦は捨断すべきである。苦滅諦は現証すべきで

ある。苦滅道諦は修習すべきであると]，よく思惟すれば明らかになる。最後

に(国四諦の一々がどう実践されたか[=苦諦は了知された。苦集諦は捨断され

た。苦滅諦は現証された。苦滅道諦は修習されたと]，よく思惟すれば明らか

になると説き，そして世尊自ら実践し体験したと語っている。大衆部系の仏伝

(Mv. Ill. pp.332-333)では順序は根本説一切有部系と同じであるが，用語と

語順と語形がかなり違っている。大乗仏教系の仏伝 (Lal.pp.417 -418)も順

序は同じであるが，用語・語形・語順が更に違っている。

多くの伝承は，相違があるにもかかわらず，基本的には意味上は殆ど相違が

ない。苦・集・滅・道(四諦)の一々がよく分かつた(=明らかになった。眼

が生じた，智が生じた)。了知(証知)すべきであると分かつた苦は了知され

た。断ずべきであると分かつた苦の集(因)は断ぜられた。体現(現証)すべ

きであると分かつた苦の滅は体現した。修すべきであると分かつた苦滅に導く

道は修された。そしてその結果がありありと明らかになり自覚されたというこ

とが，独特の言いまわしで表明されたのである。この趣旨と表現の特徴はどの

伝承にも見られる。そしてこれは散文の伝承である。ここに古い伝承の核があ

ると推定される。

ここで「私がこれまで聞いたことのない諸法」という諸法とは何か。この諸

法とは，聞かれるものであるから，言葉で語られるのである。しかしこの諸法

は言葉で語られ，聞かれるだけではなく，その言葉が示す意味(概念)で、あっ

て，その概念が明確に把握され，しかもその概念に対応する事実を，それぞれ

各自が自分の存在(身)で一々確実に把握し確認すべきものであろう。縁起の

理の発見の場合では，諸法とは縁起の関係を構成している諸支分(=輪廻の生

存を構成する現象的諸要素)であり，輪廻の存在にある有情(人間)である自

分の存在にあった生存の諸段階・諸相，現象的な諸要素，諸性質，諸性情であ
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ると考えられる。今は人生(生存)における4種の真実の在り方(四諦)を構

成するあらゆる現象的な諸要素，諸相が問題となる。苦諦の場合には生苦等の

八苦，有情(人)の存在を構成する身心の現象的な諸要素(五組，五取，櫨)が

諸法に含まれるであろう。集諦の場合には渇愛，輪廻，喜，欲情(貧)，欲愛

(欲望の対象への渇愛) ・有愛(生存への渇愛) ・無有愛(生存の滅無への渇

愛)等が考えられる。滅諦では滅すべき対象となるものの滅として，苦諦で挙

げられた八苦の類の滅であろう。道諦では八正道とその内容を構成する諸々の

心がけ(戒)や修道の内容をなす諸事項等が含まれるであろう。要するに縁起

説の発見の場合に考えられた諸法(輪廻の生存を構成する現象的諸要素)の上

に，さらに修道の内容が加わったと見てよいと思われる。『律~ I大品」の複註

(Sarattha-dipani-'fika， Vri. 3. 165)は単に『これまで聴いたことのない四諦の

諸法について (assuta-pubbesu catu-sacca-dhammesu) ~というに止まるが，そ

の内容を詳しく考えてみると，それは上に述べたようにもっと広いはずである。

世尊は続いて自分が四諦の十二行相の知見(自覚)が清らかでない(十分で

ない)限りは覚ったと公言せず，それが清らかになって始めて，正等覚を覚っ

たと，公言したというのである。苦を了知し，苦の集(因)を断じ，苦の滅を

現証し苦滅道(八正道)を修した(実践した)という知見(自覚)が明らかに

なったというのである。この否定文と肯定文を重ねる表現法や「知見が清らか

になる」というような用語法に特徴がある。これは四諦成道説というべき内容

である。最後に自分の解脱は揺るぎなく，輪廻を越え再生はないという自覚が

生じたと語る。この説法で伝承ではただ一人が理解したという。

『そしてまた，この解説が語られているときに，長老コンダンニャ(矯陳如)には，

「およそ何でも集起する性質(本性，法)があるものは，すべて滅する性質(本性，

法)がある」という遠塵離垢の法眼(真実を見る眼)が生じた(Imasmin. ca pana 

veyyakara阜asm坦1bha白色an1aneayasmato KOQcla色白assavir司arp.vita-malarp. dhan1illa-

c紘khurpudapadi:‘y創p 組員cisan1udaya-dhan1illarp. sabbarp. tarp. nirodha-dhan1illan' 

ti) 0 ~ (Vin. p. 1. p.11， S. V. p.42313ー16)

ここの意味上の主語は，その前にあった四諦の説法が予想されるから，その説

法を聞いて自分の身で受け止めて理解し得た諸法であろう。そういう諸法には，

彼自分の存在(心身，自分の世界)を構成している現象的な諸要素，諸相が予

想される。法眼は四諦の智であるとともに縁起のことわりの智でもある。四諦
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の教えを聞いて後に法眼が生じたという人は多く伝えられている。しかし舎利

弗と自連に法眼が生じたという場合は違っている。舎利弗は五比丘の最後にな

るアッサジ(馬勝)より，

『およそ諸々の法は因より生ずる，それらの因を如来は説いた (yedhamma hetu-

ppabhava tesaIp heturp. tathagato油a)。また大牟尼はそれらの滅もまたそのように説

く (tesanca yo nirodho， eVaIp-vadi m油a-sam叫0)~ (Vin. 1. p.4028-29) 

という偶(縁起法頒，法身偶)を聞いて，法眼が生じたという。次いで目連は

舎利弗よりそれを聞いて法眼が生じたという。法眼の内容は縁起説の要点とし

て理解される。実は四諦説の要点はすなわち縁起説の要点なのである。ここの

諸々の法(諸法)とは，すでに解してきたように自分の生存の諸要素であり，

身心(心身)の現象的な諸要素であり，縁起の関係によって成り立ち，また滅

すべきものである。この縁起説の要点を述べる偶は仏教の核心として広く行わ

れてきたのである。

存在の現象的諸要素とも言うべき諸法についての説示には，五離非我説(無

我相経，Vin. 1. p.13， S. m. p.66)と，象頭山における「一切(認識を構成する

現象的な全要素=十八界)は燃えている」という説法 (Vin.1. pp.34-35)があ

る。その詳論は今は省きたいお。

むすび

Sn最古層がいつどのようにして出来たのか。これは容易にわからない。

中谷はSn最古層の年代を前4世紀というが，仏滅年代をどう考えているの

であろうか。もし前4世紀初頭まで仏が在世中であるとするなら，Sn最古層

も仏の在世中に遡る可能性があるということになるのであろうか。伝説では律

と法の結集は，仏滅後に行われたという。中谷はSnの最新層 (m層)でヴィ

ナヤ(律)の成立を窺わせる細則が現れ，三蔵の編纂もこの頃と推定し，その

時期を前2-1世紀と仮定している。そうすると結集伝説を全く否定するとい

うのであろうか。しかしおの最古層が上に見た『律』の「大品j巻初等の仏

伝よりも古い伝承に基づくとは，確定できない。

すでにSn最古層で見たように，人間存在を可能にしその存在を構成する一

切の現象的な諸要素(諸法)の知識は，散文資料における五謹・十二処・十八

界等と縁起や四諦を構成する諸法の知識によって可能になる。上に触れた仏の
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成道から初転法輪，主要弟子の入門出家までの伝承は，簡潔に整理された法と

諸法についての知識を含んで、いる。その伝承はSn最古層とも並ぶ，或いはむ

しろ，より古い伝承に遡る可能性がある。なぜならば，Sn最古層も仏の成道

や仏弟子達(舎利弗等)の存在を前提にしている。「義品」も「彼岸道品」も

仏自身が詠い上げたものではない。なぜなら，処々にしばしば「と世尊が〔言

うJJ (ti bhagava) という語句が差し挟まれているからである。この語は仏自

身の語ではありえず，仏の教えを聞いた人が加えた語であるに違いない。また

すでに見たように難解なおの偶は，最低でも成道や初説法とその内容(法，

諸法)の知識がなければ意味がわからないのである。意味不明か解釈不能のま

まで，備が長期間に亘って口伝で伝承されたとは考えにくい。そういう意味で

も散文資料の重要性が認められなければなるまい。

仏の説法が韻文で行われたわけでもない。世尊は初説法の前に出会った乞食

行者ウパカに対して偽を述べたが，彼を説得できなかったと伝えている。初説

法では偶は全く用いられない。初説法を詠った備がないから，初説法は後代の

創作である，というわけでもないであろう。 5人の比丘の一人一人が理解する

まで仏は懇切に説き明かしたことを示唆する古いと思われる伝承が見出される。

仏の成道から主要弟子(含利弗・目連)の出家前後までを語る伝承は，Sn末

の2章にもまして古い源泉に遡る古資料を含むと思われる。しかしこの2章は

暗唱用の教典として広く用いられた証拠もあるヘ「彼岸道品Jの朗唱を示す最

古の証拠はその末尾近くに，

11 r彼岸道〔品〕を復唱いたしましょう」と尊者ピンギヤ~ (‘Parayanam anugayissaIp' 

icc ayasma PiIigiyo) 

という。このバラモンがこの「彼岸道品」を初めて詠い上げたという如くであ

る。この章は輪廻(生老)を超えた解脱の境地(彼岸)に到る方途を示す心得

集としてまとまっている。暗唱用の教典として選ばれるわけがあったのであろ

う。そういうわけで，ここには古い伝承をよく伝えているであろうことは，容

易に推定される。そうであるとしても， r彼岸道品Jを詠いだし，暗唱して伝

えていった人たちが，仏の成道や初説法等を知らないということはありえない。

なぜなら序偶にもいうように，正覚者の噂を聞いて仏に会うために旅をした末

に，仏に会って教えを請うなどという物語が，この章の対話篇に全く関係がな

いとは思えない。そして多くの対話は，世尊が輪廻(生・老)を越える道を覚つ
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ている聖者である，と知って語りかけているからである。世尊の成道，初説法，

諸弟子の存在が暗黙の前提になっている。ということは，上に見たような仏の

存在に関する情報が，この「彼岸道品」の前提になっているということであろ

つ。

しかし，もしそうではなくておの最古層が最古の仏教を伝えているが，

『律』等の仏伝はもっと後代の伝承に始まる，というのであるとするならば，

上来緩々と述べてきた論述に誤りがあることになろう。これまでの論調と原資

料の解釈に問題があるのであろうか。

これまで本稿ではSn，特にその最古層と呼ばれる部分には，他の散文資料

には見られない語嚢や，古い語形と語法が見られることに，触れて来なかった。

またその最古層にはジヤイナ資料 (λyaranga， Isibhasiyain:t， Utωr仰・haya，

Dasaveyaliya， Suyaga4a) ，ウパニシャドや叙事詩 (Mahabharata) と共通する

か類似する詩句(偶半偶， 4半句)が存在することをも考慮していない。これ

らは大変大きな問題ともなるが，すでに論じたこともあり，今は深く立ち入る

余裕はないへ

Snが仏教外の文化や伝統・伝承とも繋がっていることを伺わせるこれらの

証拠は，今の問題にどう関わるのかどうかは，いまだ筆者は論じ尽くしていな

い。ただし古い語形と語法が現行のおの最古層に見られることは，それが古

い作品であると見る根拠になる。そしてその中には仏教以前の思考法や表現法

に遡る可能性さえあるであろう。それに対して新しい語形と表現法に統一され

た@w律』の仏伝はより新しい作品であろうという結論も避けがたい。それで

は上来の筆者の立論は否定されてしまうのであろうか。

そうではない。我々は⑥『律』の仏伝と対応する諸伝承から推定されるべき

古い伝承の核を見出して，その古い伝承の核がおの最古層にもまさって古い

はずである，と推論し推定しえたのである。 Snの最古層の原型がどんなに古

くても，古い語形や思考法・表現法を含んでいても，仏教聖典として伝承され

て来ていることを前提として考える以上は，仏の成道・初説法と諸の弟子の入

門・出家よりも以前に遡る訳がありえないということである。しかも Snの最

古層が散文資料の伝承に依存している証拠もあり，それらの詩の形が出来上が

る前にすでに，仏の覚りと初説法があり，弟子達の入門・出家があって，それ

らの情報(口承)がかなりによく伝承されてきた跡を尋ねて考察しているので
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ある。そういう意味において，原始仏教聖典の中の散文の伝承の中には，韻文

の伝承にもまさって古いはずのものがあると推論してきたのである。なお論じ

尽くしえないところもあるが，今はここまでとしておきたい。[平成20(2008) 

年3月19日]

註
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始仏教研究法の検討に基づく五誼説の考察J(Il'印度学仏教学研究』第55巻第2
号， 2007年3月， pp.856 -849)に触れておいた。そういう思考法は，恐らくは非
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CSCD)によって確認したページを示す。森祖道『パーリ仏教註釈文献の研究』山
喜房仏書林， 1984， p.554によると，p(，品.の著者はM油加ama(5-6世紀)とい
う。今PtsA.のPTS版が手元にないのでVri版だけを用いた。
3 これら諸学説批判と dhammaのいろいろな意味・用法の整理とについては，村上
(2007c) r仏教における法の意味一一一sabbarntarn nirodha-dhammarn考一一J(Il'印度
哲学仏教学』第22号， 2007年10月， pp.236ー260)に詳論した。Snとその註等の dhamma
の諸用例の解釈と整理は『パーリ聖典スッタ・ニパータ註索引辞典.n(及川真介と
の共著，近刊)の dhammaの項に網羅した。
4 内在の問題については，村上 (2008a)r存在の把握一一五組と界 (dhatu，要素)J
(Il'印度学仏教学研究』第56巻第2号， 2008年3月， pp.819-813)に触れた。また
村上 (2007c) p.238にも述べた。

5 Helmer Smith， Sutta-N;抑 taCommentary m Being Pararnattajotika II， 3 Indexes and 
Appendix， PTS， 1918， pp.710-711にはdhammaが出ている193箇所が示しであるが，
Sn. II. 1経とお.II. 4経の例が省かれている。両経には11箇所に dhammaが出てい
る (227d，225c， d， 231b， 268a， 264c， 263a， 233a， 234b， 265c， 266c)。それを加えると
204となる。

6 村上 (2006)r諸法考一一dh叩 unaの原意の探求と再構築一→1)諸法と縁起J(Il'仏
教研究.n34号， pp.63ー132)pp.67 -69， 73参照。
7 村上 (2005a)r最初の仏語「諸々の法が明らかになる patubhavantidh叩 unaJ考J(Il'印
度学仏教学研究』第54巻第1号， pp.289-383)平成17年12月。村上 (2006)r諸法
考(l)J。村上 (2007b)r諸法考一一dh祖国laの原意の探求と再構築ーベ2)法と諸法
一一縁起成道から究天勧請までJ(Il'仏教研究』第35号， pp.79-134)。村上 (2008b)
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「諸法考一一dh加盟laの原意の探求と再構築-→3)法と諸法一初転法輪をめぐっ

てJ(11仏教研究』第36号， pp.63-133)。本稿の書名略号等は前稿と同様にしたい。

8 Moriichi Yamazaki et al. lndexes to the Dhammapada， PTS， Oxford 1995によって数える
と， dhammaの用例数は59(その外に adhamma2)， attanは69(その外に印刷an1) 

ある。中谷Aの挙げる数字51の内実が分からない。
9 11仏のことば註一一パラマッタ・ジョーティカ一一一個D~ (及川真介との共著，春
秋社，平成元(1989)年10月)pp.34-35 (村上執筆)， 11仏と聖典の伝承仏のこ

とば註一一パラマッタ・ジョーティカ一一一一研究~ (及川真介との共著，春秋社，
平成2 (1990)年2月)pp.205 -227 (村上執筆)0Sn. Vの方がより広く諸伝承の

中で知られているという事実がある。 Sn.IVとSn.Vとの新古の前後は決めがたい

という見方もありうるが，最後の節で触れるように，Sn.IVの古さを疑わせるー，

二の根拠がある。
10 水野弘元『大義釈~ (11南伝~ 43， p.73)参照。『大義釈 (Ndl)~ は舎利弗が述べた
ものと伝えられている。ウパセーナ (Upasena)の著したおddhamma-pajotika， the 

Commentarv on the Maha-niddesa Vols. 1， II (= Nd lA)， PTS. ed. (Combined Reprint 

19l剖)の新刀の帰敬偶 (p.114-5) に示され，また「尊者舎利弗上座が説いたのを阿
難が聞いて，第1大結集の時に，聞いた通りにとりまとめをしたj とも述べている
(Nd 1 A. 925-26)。そこでは『小義釈 (Nd2) ~もその中に一緒に含まれている (Nd

1

A.
1014-5)。著者ウパセーナの名は『小義釈註 (Nd2A)~ 末に出ている。著作年代民
森祖道『パーリ仏教註釈文献の研究』山喜房仏書林， 1984， pp.551-553によれば，

M油危lama王の第25-26年(435-436)になるといい，またウパセーナはBuddhaghosa

の著作を引用しているという。また年代について Oskarvon Hinuber， A Hadbook of 

Pali Literature， Berlin 2000， p.142は西暦877年か，または817年を導いている。いま

筆者はこれを決着する用意はない。
11 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) pp.106， 119， 170， 247参照。 Nd2のPTS版は語
葉集に改変されていて原文は復元できない。 Nd

2に対する註釈Sαddhamma-p可ot嗣
III (=Nd2A)のPTS版がいま手元にないので，これも Vri版を用いる。 VriNdzA 

19にはこうある。『有情たちが知るように，そのように分からせるために，この法
があなたに知られている，と (yathayatha sattajananti， tatha t幻ha負apana-vasenavidito 

esa taya dh釦 lillOti) 0 ~これをみると，この法は説法の仕方と内容と解されたようで
ある。

12 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) p.107参照。
13 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) p.107参照。
14 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) p.108参照。
15 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) p.172参照。
16 水野弘元『小義釈~ (11南伝~ 44) pp.256 -7参照。水野は「世尊は知通による一切
諸法の到彼岸者なり…j と訳す。この意味は上掲の拙訳と同じになろう。但し Nd"

の文脈は最後には，世尊が彼岸に達し，浬繋に達したことを述べている。

17 11諸の主義に対する』を，最初の和訳(11仏のことば註一一一パラマッタ・ジョーテイ
カー--S~ p.622)では『諸法に対する』としたが，Nd1110刊こはdhammesuti dva-
sa帥iya ditthi-gatesu (諸法に対するとは， 62の執見に対する)とある。『南伝~ 42， 
p.164参照。
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18 62見の内容については『仏のことば註一一パラマッタ・ジョーティカ一一一泊~ p. 
659に要約しておいた。

19 Nd 187
14
-
6に「清浮 (suddhiIp)Jの同意語として「解脱Jを意味する語 (muttimvimuttim 

parimu江町)をも列挙している。水野弘元『南伝~ 42， p.128参照。
20 水野弘元『大義釈~ (11南伝~ 43) p.51参照。この文の前半はNd129926- (11南伝~ 43， 
p.73) と同文を含む。

21 水野弘元『大義釈.n(11南伝.n42) pp.138-9参照。

22 水野弘元『大義釈.n(11南伝.n42) pp.369参照。

23 水野弘元『大義釈.n(11南伝.n43， p.220)参照。また分かりにくい語句の意味につ

いてはSaddhamma-p可'otika，the Commentary on the Maha-niddesa Vols. 1， II (= Nd 1 
A)， PTS. ed. (Combined Reprint 1980) pp.421-422参照。

24 水野弘元『大義釈.n(11南伝.n43， p.223)参照。

25 水野弘元『大義釈.n(11南伝.n43， pp.404-5)参照。

26 11相応部経典.n(Sa1fl.・yutta-nikaya，S.)の第1巻『有偶品.n(Sagatha:-vagga， S. 1)も
古層経典と目されるが，これと Snの最古層との新古が問題になる。 S.lはSnを引

用していないから，おより新しいとは考えにくい。 Snの最古層に属する偶の併行

例の検討が，この問題を考える糸口になると思われる。次のような2例がある。

例 1:Sn.842 (IV.9.8) =S.1.p.121-4 (1.2.10Samiddhi20) 

例 2: Sn. 1108-1109 (V. 14.4ー5)=S. 1. p.3918-21 (1. 7.4 Samyojana 1-2) 

例2については，S.lの方が古い可能性があると考えたこともあるが，それを支持
する材料に乏しい。'

27 この偶の解釈については『仏のことば註一一パラマッタ・ジョーティカーー一個o.n

(及川真介との共著)pp.166-167， 175-189 (村上加註)参照。

28 同p.15にヴァッカリについてまとめておいた(村上加註)。

29 世尊が児率天から降下してマーヤ一夫人の胎に入られたという物語の前後に関する

文献と図像とにわたる諸資料は，中村元が『ジャータカ全集1.n(春秋社1984)の
補註， pp.464-466に網羅されている。それにない文献としては，過去のヴィパツ
シン (Vipassin，毘婆戸)仏の物語を語る経典類である。

30 例えば「無量寿経J類や「法華経J等に見られる。

31 縁起の生観(流転分)の定型文はパーリ (Vin.1.1， Ud. 1， etc.)では avijja-paccaya

sarpkhara， sarpkhara-paccaya vi節句aIIl， vinnaJ).a-paccaya nama-ruparp，…と-paccayaが

常に ablativeで用いられるのに対して，③資料 (Mv.ll. p.285， SBV.I. 116， Lal. 347， 

etc.)では avidya-pratyay劫sarpskaral).， s明lskara-pratyayarp吋白如aIIl， vijnaI)a-pratyayarp 

nama-而parp，…と-pratyayaーが常に bahuvrThi(有財釈)複合語として用いられる。

32 漢訳では「為レ皐二何法ーJ(11四分律.nT. 22. 787b28)， r為レ信二誰法ーJ(11中阿含』巻
56， T. 1. 777bI4)， r受誰法教J(11破僧事.n) と訳されている。

33 しかし縁起説に四諦説を組み組んで『私(仏)は老死と老死の集と老死の滅と老死

の減に到る道……乃至，行の減に到る道を悟った』と説く教説がある (S.ll. pp.105 
-107)。なお四聖諦の聖諦 (ariya-saccani)を「聖なる真実なる在り方J(=聖なる
諸真実， ariyani-saccani.巧.1.8111) と解しておいたが，この解釈のほかに，別に「聖

者達の諸真実」または「聖者(仏，如来)の諸真実」と解釈するパーリの伝統もあ
る。すなわち
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『聖者たちがこれら〔四聖諦〕を洞察する。故に「聖者の諸真実」である，という。
更にまた世尊の諸真実であるというのも「聖者の諸真実」である。……如来は聖者
である。であるから「聖者の諸真実」である (S.V. 435ぉ-29) といわれる。』
(ariya imani pativijjhanti tasma ariya-saccani ti api ca Bhagavato saccani ti pi anya-
saccani. Tathagato ariyo tasma ariya-saccani ti vuccanti. ti巧.1.p.81

2トお) と。

34 村上 (2008b) i諸法考(3)Jでは「無我相経」まで詳論した。
35 これについては『仏と聖典の伝承j]pp.175-204 (村上執筆)で資料を紹介し，詳
しく考察した。

36 W仏と聖典の伝承』第一部第四章「苦行書の詩と『スッタ・ニパータj]Jpp.321 
357 (村上執筆)において，この問題を考察し，Snの中に見られるジヤイナ聖典や
叙事詩等と共通する詩句や，共通する表現法・思考法を纏めて示しておいた。また
その前に和訳 (W仏のことば註ーパラマッタ・ジョーティカ一一』出調1))
の註記で可能な限り対照句を含む資料を指摘し，その読解に努めてきた。その後に
矢島道彦より iS釦u“伽伽伽a釘加叫n
平成9年3月， pp.1-97)の恵与を受けた。これはこれまでで最も詳しい対照句索
引である。なおこれには，我々の和訳の完成後に榎本文雄が校訂公刊した『瑞伽師
地論』の偶 (Sar註arthagatha，A Collection of Canonical Verses in出eY ogacarabhurni Part 
1 : Text by Furnio Enomoto， Sanskrit-Texte aus dem buddhistischen Kanon: 
Neuentdeckun~en und Neueditionen， Sa佃ns北kr凶ritト一W<。批加=沈'>rt託teぽrb加uchder buddhiおst出iおsche叩nTexte a甜us
den Tu伽一Fhu凹mnM峨l吋den凶B曲 eft負U叫2え， Gωb出加制t“凶ti叫i
の所在を指摘している。この偶集はSnの偶と比較対照すべき偶を含み，Snの偶の
変化と増広を確かめうる若干の箇所を含む。
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The Basic Concept of Pali Dhamma 
With Reference to the Old and New Traditions 

of the Canonical Texts 
一一OldStrata of the Sutta-nipata and the 

(59) 

Biographical Traditions of Buddha in the Vinaya-Texts 一一一一

Shinkan MURAKMI 

Contents 
1 On the Issue of Old and New Strata of Early Buddhist Canonical Texts 
【CriticalReferences ω血ehitherto published opinions on白econcept of Pali Dh佃 una】
Magdalene und Wilhelm Geiger : Pali Dhamma， Munchen 1920 ; 
John Ross Carter， Dhamma : Westem Acadernic and Sinhalese Buddhist Interpretations， A 
Study of a Religious Concept， The Hokuseido Press北星堂，Tokyo1978 ; 
Akira Hirakawa平川彰，Dhamma and Pa(icca-samuppada法と縁起，百leShunju-sha春
秋社，Tokyo 1988. 

II TwoザpicalMeanings of P剖iDhanuna: Singul紅白anuna(Law， Buddha's teaching， 
doctrine，血etrue) and plural dhanuna (physical and mental constituent elements of our 
existence， items of moral precepts， meditations and insights) 
(Diverse meanings of Pali Dhanuna】

国 Meaningsof Dhanuna in the Su陶 -nipaω(Sn)
【Criticismof Hideaki Nakatani 2006: Meanings of the dhanuna in the Sutta-nipata， The 
Joumal of the Nippon Buddhist Research Assoiciation Vol. 71， 2006， pp.17 -42】

IV Uses of Dhanuna in the Sn 
【CharacteristicUses of Dhanuna in Old S仕ata(Sn.IV & V) of the Sn】
A Characteristic Uses of Dhanuna in the Sn.IV (Atthaka-vagga): [religious] dogmatic 
principle， reason，回th，and the仕ue
B Characteristic Uses of Dhanuna in the Sn.V (Parayana-vagga) : Buddha's teaching， i.e. 
reason of cause and effect (Sn.1052f= 1057d= 1075d= 1l02d)， and phisical and mental 
contituent elements of our existence (Sn.1076c， Sn.1l05c= 11l2c) 

V Issue of priori匂， of Old Metrical Portions of the Sn and Prose Portions of the Canonical 
Texts-

VI Relations between OId Strata of the Sn and Biographical Traditions of Buddha in the 
Vinaya-texts-Importance of Old Cores of Narrative Traditions 

VII Concluding Remarks : the Old S位ataof the Sn seem to have the knowledge of the narrative 
traditions of Buddha's enlightenment， His career and His disciples as are known in several 
仕aditionsof the Vinaya-texts. 
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